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局面 で,ス ラヴ族 ロシア人はス ラヴ族,と くに東ス ラヴ族 の主な分流 が登場 し,彼 らは

経済的にどの ような生活を して きたか を明 らかに したい。 だが,た だちにその作業 に着手するこ

とはできない。その前 に,第 一 に,世 界史に対するわれわれの態度を表明 してお く必要がある。

第二に,世 界史が存在する として,世 界史の進歩あるいは発展 について,わ れわれが どの ように

考 えているか を明 らかに してお く必要があ る。結論 のみ を述べ れば,わ れわれは,世 界史の存在
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説 を支持 し,ま た世界史の段階的発展 を認める立場 に賛成である。第二 の問題 について言 えば,

幸いすでに経済発展段 階説あるいは段階論 という形 で諸説が提示 されている。そ こでそれ らの説

の紹介か ら始めることにす る。

なお本稿 は(1)と(2)に 分 かれ るが,(1)は 「農業革命 とロシア」,(2)は 「工業革命 とロ

シア」 を叙述対象 としてお り,そ れぞれの論文はなかば独立 している。

1さ まざまな経済発展段階説

スミスおよび ドイツ歴史学派の経済発展段階説

世界史の発展段階については,こ れ までにさまざまな説が となえられている。経済史の分野 に

限定 してみて も,多 くの発展段階説が現 われ,消 えてい った。た とえば,経 済学の創 始者 アダ

ム ・ス ミス(1723-90)は,そ の著書 『国富論』(1776.邦 訳,中 公文庫,1978)の なかで,諸 国民 の

経済発展 の歴史 を,① 狩猟社会→② 牧畜社会→③農耕社 会→④市民社 会 とい う4段 階で説明 し

た。「①狩猟→②牧畜→③農耕」 は経済発展 の3段 階説 と呼ばれ,古 代 ギ リシア ・ローマ時代 か

らの説であ り,ス ミス もこれ を自説の なかに取 りいれた。ス ミス を中心 に形成 された経済学派

は,後 に古典学派(古 典派経済学)と 呼ばれ,経 済学の主流 になるのであるが,そ れは,い わゆる

〈長期の19世 紀〉 に,世 界最強 ・最先進の帝国 に登 りつめた イギ リスに好都合 なglobalismの 経

済学であった。ス ミスは 『国富論』のなかで,当 時イギリスで建設途上の市民社会,す なわち資

本主義社会の原則 を 〈自由放任〉であるとしているが,ス ミス流の 自由主義の経済学 に対 して批

判 的立場 をとらざるを得 なかった弱者 ドイッ,後 進 ドイッの経済学者,た とえばリス トは,〈 国

民経済学〉 を提唱 して,そ の なかで次 のような発展段 階説 を提 出した。

その強烈 な個性 のゆえに,波 瀾万丈の生涯 を送 り,自 死せ ざるを得 なかったF.リ ス ト(178g

-1846)は
,後 に ドイツ歴史学派経済学 の先駆者 とか,ア メ リカの国民主義経済学の確立者 など

と呼ばれるが,青 年時代にはス ミスの経済学の 「忠実 な弟子」 であった。 ヨー ロッパでは,1814

年 にナポ レオンが没落 し,彼 の大陸政策 イギ リス に対す るヨー ロッパ大陸市場閉鎖 などの政

策 が崩壊すると,イ ギ リス工業製品は ドイツ市場 にあふれ,ド イッの商工業者 に大打撃 を与

えた。保護 を求める ドイツ商工業者の悲痛 な声 を聴 くことによ り,リ ス トは,「 自由貿易 は経済

を繁栄 させ る」 と主張す る古 典派経済学の命題 に疑問をいだ くに至 り,ス ミス と決別 して,〈 国

民 経 済学〉の樹 立 を 目指 す こ とにな っ た。主著 『経 済学 の 国民 的 体系』(1841.邦 訳,岩 波書

店,1970)の なかで リス トは,温 帯地域 の各 国民が営 む主 な産業 に よって経 済的発展順序 を定

め,次 の5段 階論一一① 未開状 態→②牧畜状態→③農業状 態→④ 農 業 ・工 業状態→⑤ 農業 ・工

業 ・商業状態一 を提 唱 し,そ れぞれの段 階において とるべ き商業 ・貿易政策 は異 なる と述べ

た。 リス トは,当 時の ドイッは 「③農業状態」 か ら 「④農業 ・工業状態」への移行過程 にあると

認識 し,す でに 「⑤農業 ・工業 ・商業状態」 にある先進 イギ リスに対抗 して⑤ の段 階まで発展 す

るためには,自 由貿易ではな く保護貿易,具 体 的には保護関税お よび関税 同盟の強化 ・拡大が必



二つの産業革命 儂 業革命と工業革命)と ロシア(1)3

要である,と 主張 した。 リス トにとって重要なこ とは,ド イツという発展途上国の幼稚産業を先

進国 イギ リス との競争 か ら守 り,一 人前の工業 に育てる ことであった(諸 田實rフ リードリッヒ ・

リス トと彼の時代』有斐閣,2003)。 その意味で リス トの経済学 は,今 日の 開発経 済学 の先駆 け と

言 ってよい。

歴 史学派の創 始者の ひと りB.ヒ ルデ ブラ ン ト(1812-78)も また,そ の著書 『自然経済,貨

幣経済お よび信用経済』(1864.邦訳,r実 物経済,貨 幣経済および信用経済』未来社,1972)の なかで,

古典学派の経済学 を批判 して,国 民経済の歴史性 ・民族性 ・倫理性 を強調 し,財 貨の交換手段や

流通形態 を中心 に,① 自然経済→②貨幣経済→③信用経済 とい う3段 階区分 を提唱 した。 ここで

いう①の 「Naturalwirtschaft,自 然経済」 とは,現 物(実 物〉経済 もしくは生産物経済の ことであ

り,② の 「貨幣経済」は近代市民社会のあ らゆる特質 を包含する経済であ り,③ の 「信用経済」

は貨幣経済が生み だすすべての弊害が解決 された理想的経済の意味である。

後期歴 史学派の中心的経済学者 であるG.vonシ ュモ ラー(1838-1917)は,ド イ ツの国民的統

一の実現 を求める立場か ら
,① 種族 ・マルク団体経済→②村落経済→③荘 園経済→④都市経済→

⑤領邦経済→⑥ 国民経済 とい う6段 階説 を提起 した。 シュモ ラーの青年時代,ヨ ー ロッパは引き

つづ き政治的経済的に動乱の渦中にあ り,ド イッもまた例外ではなかった。かつてプロイセ ン,

ハ ノーファー,ザ クセ ン,バ イエルンな ど300余 の領邦に分かれていた ドイツは,国 民的統一 と

近代化,工 業発展 のテンポを速めてお り,「⑤領邦経済」か ら 「⑥ 国民経済」の段 階へ の移行途

上 にあった。ちなみ に,ド イツ帝国 という形での ドイツの国民 的統一が実現す るの は,1871年

の ことである。 なお シュモラーの言 う 「国民経済」 は,次 のビュ ッヒャーの言 う 「国民経済」 と

同 じく,資 本主義経済 と理解 して よい。

後期歴史学派 の発展段 階論のなかで,最 も大 きな影響力 を残 したのはK.ビ ュッヒャー(1847

-1930)で ある。彼 は,ド イツ帝 国の繁栄 と没落 をまのあた りにした経済学者であるが,リ ス ト

や ヒルデブラン トの発展段 階説 を批判 し,財 貨が生産者か ら消費者に到達する道程の長 さを基準

に,① 封鎖的家族経済(自 給自足経済)→ ②都市経済(生 産者と消費者の問で交換がある顧客経済)→

③国民経済(企 業的商品生産と財貨の流通する経済)と い う3段 階説 を となえた。① の 「封鎖 的家族

経済」では,財 貨 は生産 される同一経済内で消費 される。 これは古代 ギリシア ・ローマの貴族領

の経済であ り,ヨ ー ロッパ中世の荘園の経済で もある。② の 「都市経済」では,財 貨は生産者か

ら消 費者に直接 に引 き渡 される。これ もまた ヨー ロッパの封建 時代に,手 工業者 によってつ くら

れた 「自由独立都市」 の経済である。③の 「国民経済」では,財 貨は企業によって生産され,消

費者 に至るまでに多 くの経済単位 を通過す る。彼は 「国民経済」の発展の重要 な要素 として工業

をあげ,工 業の発展順序は家 内仕事,賃 仕事,手 工業,問 屋制家内工業,工 場制工業であ るとし

た。

マル クスとエンゲルスの経済発展段階説

古典派経済学者や ドイツ歴 史学派経済学者が活躍 していた19世 紀,独 自の道 を歩む共産主義
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者のK.マ ル クス(1818-83)は,4段 階か らなる社会発展段 階説を提示 した。マル クスの説 は,

後 に 『資本論』 に結実 してゆ く 『経済学批判』(1859.邦訳,岩 波文庫,1956)「 序言」のなかで述べ

られている。 「序言」 ではまず,マ ルクス経済学 の 「導 きの糸」 となる史的唯物論(唯 物史観)が

提示 され,つ いで この史観 にもとついて,発 展段階モデルが示 されてい る。 ここではまず,経 済

お よび経済学 の研究 において指針 となる著名 な諸命題 を紹介 しよう。

「人間は,彼 らの生活 の社会的 な生産 において,一 定の,必 然的な,彼 らの意志か ら独立 した

諸 関係 に入 りこむ,す なわち,彼 らの物質的生産諸力の一定の発展段階 に対応する生産諸関係 に

入 りこむ。 これ らの生産諸 関係の総体 は,社 会の経済的構造 を形成する。 これが現実の土台であ

り,そ の上 に一つの法的かつ政治的な上部構造がそびえ立ち,そ の土台 に一一一定の社会的諸意識形

態が対応する。物質的生活の生産様式が,社 会的,政 治的,お よび精神的生活過程全般を制約す

る。人 間の意識がその存在 を規定す るのではな く,逆 に,人 間の社会的存在がその意識を規定す

る」。

「社会 の物質的生産諸力 は,そ の発展のあ る段階で,そ れ までそれ らがその内部 で運動 して き

た既存 の生産諸関係 と,あ るいはそれの法律的表現にす ぎない所有諸関係 と,矛 盾するようにな

る。 これ らの諸関係 は,生 産諸力の発展の諸形態か らその栓桔 に一変する。その ときに社会革命

の時期が始 まる。経済的基礎 が変化す るにつれて,巨 大 な上部構造の全体が,徐 々にせ よ急激 に

せ よ,く つがえる」。

「一つの社会構成体は,す べての生産諸力 がそのなかでは もう発展の余地が ない ほどに発展 し

きらない うちはs決 して没落することはな く,ま た,新 しい さらに高度の生産諸 関係は,そ の物

質的な存在諸条件が古い社会の胎内で,.化 しきらないうちは,決 して古い もの にとって代わるこ

とはない」。 「大づかみに言って,ア ジァ的,古 代的,封 建 的,お よび近代ブルジ ョア的生産様式

が,経 済的社会構成体の進歩 してい く諸時期 として特徴づ けられる」。

上記 の引用が示す ように,マ ル クスは,方 法論 としての史的唯物論 の諸命題 を述べ たのち,

「① アジア的生産様式→②古代的生産様式→③封建的生産様式→④近代 ブルジ ョア的生産様式」

とい う発展段階説 を提起 した。だが④の 「近代ブルジ ョア的生産様式」,す なわち資本主義的生

産様式の後に くる 「⑤共産主義的生産様式」については,何 も言及 していない。 しか し,マ ル ク

スは,「 ブルジョア的生産 諸関係」 は 「社会的生産過程の最後の敵対 的形態」であ り,「ブルジ ョ

ア社会」の胎 内で発展 しつつある生産諸力 は,同 時に,こ の敵対 を解決す るための物 質的諸条件

を もつ くりだす,と 述べ,そ れゆえに 「この[ブ ル ジ ョア的]構 成体 を もって人類社会 の前史

は,終 わ りを告げる」 と結んでいる。 したが って,こ こでは人類社会の 「本史」 としての 「⑤共

産主義的生産様式」 は省略 されている,と 推定 して もよい。 ともあれ,マ ルクスの発展段 階説 は

未完成に終わ り,マ ルクス以後 さまざまな解釈 を生むのである。

マルクスの友 人F.エ ンゲ ルス(1820-95)は,生 産技術 の発展 を尺 度 に,① 野蛮→②未 開→

③文明 という発展段 階論 をとなえた。社会経済的にみ ると,① の段 階は母系的氏族制 ・封鎖的自
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給 自足経済 ・共産制な どを特徴 とす る無階級社会であ り,② の段階は父系制家族 ・私有財産制 ・

国家制度な どによって特徴づ けられる階級社会である。③の段 階は階級社会 の最後の形態である

資本制社会の止揚形態 として登場す る無階級 の共産制社会である。 したがってエ ンゲルスの発展

段 階論 は,① 原始共産制無 階級社会→②私有財産制階級社会→③高度共産制無階級社会 と言い換

えて もよい(エ ンゲルス 『家族 ・私有財産および国家の起源』1884.邦訳,岩 波文庫,1965)。

20世 紀に入 る と,ス ミスや ドイツ歴史学派の経済発 展段 階説 は急 速に陳腐化 し,忘 れ去 られ

ていった。その理 由としては,歴 史研究全般,と くにアジアに関す る歴史研究お よび歴史認識が

深化 したこと,ま た20世 紀初 めに ドイツの途上 国的状況 は一掃 され,経 済的にはイギリスを追

い越 し,ア メリカ とともに最先進国になったこと,を あげることがで きる。他方,マ ル クスおよ

びエ ンゲルスの発展段 階説は,共 産主義者 はもちろんの こと,非 共産主義者や反共産主義者 にも

大 きな影響 を与 えた。その理由 として は,一一つ には,1917年 のロシア革命 に よって共産主義 を

国是 とす る大 国ソ連邦 が誕生 した こと,二 つには,1929年 の世界大恐慌 な どにみ られる ように

資本主義の制度疲労がいち じる しくな り,勤 労民衆の資本主義 に対す る信頼が失 われ始 めたこ

と,を あげることがで きる。

マルクス ・レーニン主義(ス ターリン主義)の 経済発展段階説

マルクスの発展段 階説 は,20世 紀 に入 り,ロ シア革命後 の1920年 代 にマル クス主義者 の間

で,い わゆる 「アジア的生産様式論争」 とい う一大論争 を引 き起 こ した。その後 ソ連邦 ではス

ター リン(1879-1953)の 時代 に,マ ル クス の 「ア ジア的生 産様式」 は 「原始 共 同体 的生産様

式」 と解釈 され,ま た新 たに第5段 階 として 「共産主義 的生産様式」が付 け加 え られ た。1938

年 に出版 され た 『全 連邦 共産 党(ボ)史 小 教程』(邦訳rソ 同盟共産党(ボ)小 史』全2冊,国 民文

庫,1953)は,ス ター リン主義の代 表的著作 の一つであるが,同 書の 「弁証法 的唯物論 と史的唯

物論につ いて」 のなかで,マ ル クス ・レーニ ン主義の発展段 階論 として次 の5段 階説が登場 し

た。①原始共同体制度→②奴隷制度→③封建制度→④資本主義→⑤社会主義。

上記の発展段 階説 と関連 して,同 書には次のような注 目すべ き記述がある。「3000年 のあいだ

に,ヨ ー ロッパでは,原 始共 同体制度,奴 隷制度,封 建制度 とい う三種類の社会制度が入れ替 わ

り,東 部 ヨーロッパ,す なわちソ連邦では,四 つ もの社会制度が入れ替わ った」。 しか しなが ら

文中の 「ヨーロッパ」および 「東部 ヨーロッパ」 とい う文言 に注意 を払 う者は絶無 に近 く,ア ジ

アなどヨーロ ッパ以外の大陸や地域 に,ど の ような 「社会制度」が存在 したのか,そ こでの社会

制度の交代 は どの ような ものであ ったのか,と いう問い を発 する者 はい なか った。か くしてス

ター リンの5段 階説 は,ソ 連 ・東欧 ・中国など社会主義圏の学者だけでな く丁西側先進国や途上

国の歴史家 ・社会科学者 のなかにも,多 くの無批判的な追随者 を獲得 していった。

ロス トウの経済発展段階説

上記のマルクス ・レーニ ン主義(ス ターリン主義)の 発展段 階説 に対抗 して,第2次 世界大戦後

の米 ソ対立 を軸 とす る東西冷 戦の時代 に,ア メ リカの経済 学者W.W.ロ ス トウ(1916-2003)
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は,反 共反ソの発展段 階説 を提 出 した。彼 は,「 一つの非共産主義宣言」 とい う副題 を付 した著

書 『経済成長の諸段 階』(TheStagesofEconomicGrowth,1960.邦 訳,ダ イヤモンド社,1961)を 著 し,

そのなかで①伝統 的社会→②離 陸先行期→③離陸take-off→ ④ 成熟期→⑤高度大衆消費時代 と

い う5段 階区分を提 唱 した。

ロス トウは,「①伝統的社会」 として,「 中国の諸王朝,中 東 お よび地中海の文明,中 世 ヨー

ロッパ世界等,ニ ュー トン以前の世界すべて」 を考 えている。 ロス トウによれば,ア メリカとカ

ナダは1920年 代 に,イ ギ リス は30年 代 に,ス ウェーデ ン,ド イツ,フ ランスは40年 代 に,そ

して 日本は50年 代 に 「⑤高度大衆消費時代」 に到達 したが,ソ 連 は 「④成熟期」 にようや く到

達 したばか りである。当時 ロス トウが最 も重視 したの は,「③離陸」 のための先行条件 として国

民総生産の約10%を 投 資に充て る必要があ る開発途上 国であ り,蓄 積 の強行 にともな う 「政 治

的社会的混乱」の結果,「 共産主義の陰謀に よる権力奪取」 に有利 な状況が途上国に醸成 されや

すい と考えた。 このこ とか ら 「②離 陸先行期」の社 会の 「近代化」 を支援 する ことに よって,

「③離陸」 にともなう途上社会の混乱 を除去 し,途 上 国の革命 を回避 しようとするケネデ ィ時代

のアメ リカの反共反 ソの世界戦略が編みだされたのである。

以上のス ミスか らロス トウに至る経済発展段 階説は,す でに多 くの学者 によって研究 され,日

本の学界 に も紹介 されている。 しか し,イ ギ リスの著名 な新古 典派経済学者J.R.ヒ ックスの4

段 階説,ア メ リカの経済学者RLハ イルブローナーの3段 階説,中 国の経済学者林子力 の2段

階説,日 本の京都学派の民族学者梅悼忠夫の 「文明の生態史観」,梅 悼 と同 じ京都 学派 に属す る

哲学者上山春平の3段 階説は,十 分に検討 されてきた とは言 えない。そこで以下においてこれ ら

の説 を紹介 してみたい。

ピックスの経済発展段階説

J.Rピ ックス(1904-89)は,著 書 『経済史の理論』(ATheoryofEconomicHistory,1969.邦 訳,講 …

談社学術文庫,1995)の なかで,独 特の循環的発展段 階説 を提示 した。彼 は,市 場の勃興=商 人的

経済の浸透を基準 に,次 の4局 面説 を主張 した。①非市場経済,つ ま り慣習経済の局面→②非市

場経済=慣 習経済 と指令経済ない し貢納経済 との結合経済の局面→③商業 的部分へ の市場 の浸

透,商 人的経済の時代(商 人的経済は形式的には伝統的な政治的権威のもとに置かれるが,後 者は前者を

統制するほど強力ではない)→ ④市場 経済 と非市場経 済の併存の局面(商 人的経済の工業への浸透,産

業革命=近 代工業の勃興,「政府の行政命令」による経済活動の国家規制,「中央計画経済」に象徴される非市

場経済の創出)。

ピックスによれば,① の慣習経済は非市場経済で もあるとい う。 もしそうである とすれば,こ

の経済 は,非 商品貨 幣経済,つ ま り自然経済(生 産物経済,現 物経済)と 言い換 える ことがで きる

し,そ して この非市場経済 は,原 始時代 の採集狩猟経済 に相当する。② の 「結合経済」は,い わ

ゆる奴隷制 もしくは封建制の経済のこ とであろ うか。 この時代,商 品生産や商人的経済は従属 的

ウクラー ドとして存在 した。 しか しなが ら③の 「商人的経済」が,長 期 間,帝 国や王国,自 治都



二つの産業革命(農 業革命と工業革命)と ロシア(1)7

市 の支配的ウクラー ドと して存在 したか どうか は疑問で ある。④ の段 階は,い わゆ る 「産業革

命」の時期か らソ連消滅 までの約200年 間を指 している。ここで言 う 「中央計画経済」 は非市場

経 済で あ り,旧 ソ連 ・東 欧 ・中 国にかつて存在 した指令経 済 を意 味す る。1989年 に死 去 した

ヒックスは,91年 の ソ連の崩壊,翌92年 に始 まる中国の社会主義 的市場経済 を知 らなかった

が,知 りえた とすれば,「 ④市場 経済 と非市場経 済の併存 の局面」の説明文か ら 「"中央 計画経

済"に 象徴 される非市場経済の創出」 を削除 したであろ うか。

ハ イル ブローナーの経済発展段階説

RobertLハ イルブロ0ナ ー(1919-)は,〈TheNewEncyclopaediaBritannica,15thEd.,

1993>に 掲載のEconomicSystems(Val.17,pp.908-913)と い う大項 目の解説論文の なかで,人 類

が経験 して きた経済 シス テム と して,①tradition(伝 統)の 原理 に もとつ く経 済 シス テム→②

command(指 令)に したが って組織 される経済 システム→③ 中心的組織形態がmarket(市 場)で

ある経済 システムの三種類 をあげている。そ してソ連 など 「現代 の指令社会 は,事 実上,社 会主

義の名 のもとに組織 されている」 と述べ,こ れを② の指令経済 システムに分類 している。

この大項 目の筆者であるハイルブローナーは,① の 「伝統的経済 システム」の具体的な事例 と

して,ア フ リカの カラハ リ(遊 牧 ・狩猟),極 北 のエスキモー(狩 猟 ・漁労),西 アジアのべ ドウ ィ

ン(遊 牧)の 生活 をあげ,彼 らの狩猟 ・遊牧 ・漁労 ・採集活動 にはいかなる調整様式 もな く,ま

た分配手続 もないので,経 済学の特別の用語や概念装置 は必要 としない,と 述べている。伝統的

経済 システムは,主 として原始社会の採集狩猟経済制 度に相 当する と思われるが,牧 畜革命後に

成立する遊牧民の経済制度 も含んでいるかのようである。

ハイルブローナーによれば,② の 「指令経済 システム」 は,公 然 もしくは隠然 たる権力 物

理的な強制 もしくは刑罰 を行使す る権力,あ るいは富 もしくは特権 を授与す る権力 を使用す

るシステムである。 この経済 システムは,資 源お よび労働 を動員す る能力 をそなえてお り,た と

えば中国の万里の長城 とかエジプ トの ピラ ミッ ドの ような大規模 な建造物 の建設が可能 となる。

指令 システムの登場 は,歴 史的 にみて王国とか帝国な どという中央集権国家の出現 と結 びついて

いる。私見によればsい わゆる古代や中世の奴隷制あるいは封建制 などの経済 は,ま さに指令 シ

ステムが支配的な経済であ り,市 場経済(商 品経済)は 従属的存在であった。

20世 紀 に存在 したソ連な ど社会主義国では,党 二政府 の指令 にもとつ いて経済活動が行 なわ

れ,指 令 によって国民経済の運行が調整 される経済 シス テムが機能 していた。ハイルブローナー

に よれば,主 として生産諸力は支配的エ リー トの消費あるいは権力 ・名誉 を充足するために用い

られた。 また彼 は,指 令経済 システムは,伝 統的経済 システム と同様,経 済学 と呼ばれる特殊な

社会 的分析装置を必要 としない,と 述べている。

③ の 「市場経済 システム」 は,市 場 メカニズムが経済活動の奨励者お よび調整者の役割 を果た

す システムである。ハイルブローナーは,市 場経済 システムが中心的役割 を果たす社会 は資本主

義社 会だけであ るとして,社 会主義的市場経済 システムの存在 は認 めていない。ハ イルブロ0
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ナーの ような 「社会主義的市場経済」否定論 は,西 側の経済学界のみならず,ソ 連や中国な ど東

側 の学界 において も,多 数説であった。

林子力の経済発展段階説

社会主義的市場経済の存在 を否定す る圧倒的 な多数説 に反対 して,中 国の最 高実力者 で 「改

革 ・開放の総設計師」 と呼ばれた鄭小平(1904-97)は,1992年 春節の南巡講話で,「 社会主義的
りん

市場経済」肯定論 を打ちだ した。 この郵小平講話を理論面で補強するために,経 済学者の林子力

(Linzili,1925-)は,た だちに論文 「現代市場経済 と現代社会主義」 を公表 し,市 場経済 システ

ムは社会主義 の経済 システムで もある という主張 を した(林 論文は,日 山編r著 名学者論社会主義市

場経済」人民出版社,1992年,に 掲載。邦訳は神奈川大学 『商経論叢』第34巻 第2号,1999年,に 掲載)。

この論文のなかで彼 は,次 の ような2段 階か らなる経済発展段 階説 を提 出 した ことで注 目され

る。①封鎖式経済 揃 資本主義的社会形態 氏族共同体,奴 隷制あるいは封建制)→ ② 開放性 ・社会

化経済(社 会形態 資本主義および社会主義)。

林子力の発展段 階論の特徴 は,「① 原始共産制無階級社会→②私有財産制 階級社会→③ 高度共

産制無階級社会」 とい うマルクス学派の三大段階説 を捨 て,「①封鎖式経済→②開放性 ・社 会化

経済」 とい う二大段階説を採用 し,さ らに 「原始共産制無階級社会」 を①の 「封鎖式経済」 に,

「私有制階級社会」の最後の形態である 「資本 主義」 およびその.止揚形態である社会主義 を② の

「開放性 ・社会化経済」 に含めている点である。

林は、① の 「封鎖式経済」 の特徴 として,労 働お よび物 質的生産条件 の直接的配分,自 給的性

格の生産,人 的従属関係 を指摘 している。歴史的にみると原始時代の 「氏族共 同体」 も,近 代以

前 に存在 したとされる 「奴隷制あるいは封建制」 も,封 鎖式経済に属する。林 は,ソ 連社会主義

を 「伝統的社会主義」 と呼び,そ れは,前 資本主義的な社会諸形態 に共通の 「封鎖式経済」モデ

ルを国民経済的規模 で再現 した ものである,と 主張す る。そ して,こ の ソ連型社会主義モ デル

は,社 会経済構造の均衡の喪失 と経済効率の低下 という二大原因を内包 しているため,封 鎖式体

制 としての伝統的社会主義の破産は不可避である,と 主張す る。

林 によれば,「社会化」 とい う概念 は商品化 ・市場化 と同義であ り,人 類が封鎖式経済か ら社

会化経済へ,す なわち商品化 ・市場化経済へ 向か うことは,自 然史的過程であって,人 間が選択

で きるようなものではない。社会化の観点か らみれば,商 品生産の最初の段 階は 「生産物の社会

化」(商品化,市 場化〉,第2段 階は 「労働 の社会化」(商品化,市 場化),第3段 階は 「財産権 の社会

化」(商品化,市 場化)で ある。第1段 階 において商 品生産が始 ま り,第2段 階 において 「典型的

資本主義」が成立 し,第3段 階において 「資本主義的株式会社制度」が登場する。

私見 によれば,社 会化 の第1段 階の 「生産物の社会化(商 品化)」が全面的 に実現 し,「商品 に

よる商品の生産」が行 なわれるのは,も ちろん資本 主義社会である。 しか しなが ら,「生産物の

社会化(商 品化)」 は,歴 史的にみる と,「小 商品(単 純商品)生 産」 ウクラー ドの形態で,す でに

資本主義以前の社会,た とえば奴隷制社会や封建制社 会の もとで発生 し,発 展 している。社会化
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の第2段 階の 「労働の社会化(商 品化)」は,ヨ ーロッパ における封建制末期の 〈資本 の本源的蓄

積〉の過程で行なわれた。資本の本源的蓄積 とは,資 本主義 の出発 を準備す る蓄積,ア ダム ・ス

ミスの言 う資本の 〈先行的蓄積〉のこ とであ る。直接 的生産者 儂 民)と 生産手段(耕 作地)と の

分離の結果,一 方において,農 民は耕作地 を奪われて無産者 となり,他 方 において,地 主その他

は十地 を集積 して有産者 となる。 こうして,一 方 に,自 己の労働力以外 に売 るもののない労働者

階級が登場 し,他 方 に,彼 らを雇用 して営利活動 を行 なう資本家階級が登場する。労働力 を売 り

賃金 を得て生活せ ざるをえない賃労働者の広範な形成 こそ,林 の言 う 「労働の社会化」であ り,

それは 「典型的資本主義」の成立の前提条件 となる。

林子力 は,次 の ように述べている。上記三つの社 会化の展 開 と不可分の関係 において,資 本主

義 は誕生 し,成 長 して きた。資本 主義 の止揚 形態 である社 会主義 は,「封鎖式経済」 に逆戻 りし

てはな らない。「開放性 ・社会化経済」の後行形態 であ る社会 主義 は,先 行形態 としての資本主

義 のすべ ての積極的な要素 を継承 し,発 展 させる必要がある。そ うす ることによって,社 会主義

は共産主義へ と発展 してい くことが可能 となる。

林モデルは,マ ルクス ・レーニン主義の 「①原始共同体→②奴隷制→③封建制→④資本主義→

⑤共産主義」 とい う単線型発展段 階論で はな く,「①氏族共同体→②奴隷制→③封建制→④資本

主義→⑤共産主義」お よび 「①氏族共同体→②封建制→③資本主義→④共産主義」 という複線型

発展段 階論であ り,こ の点 は重要である。 また彼 は,「 三大社会化 を基礎 とす る社会経済 の組織

構造 は,異 なる価値 目標 を追求 し,異 なる経済制度あるいはモデルにな りうる。それは,現 代資

本主義か もしれない し,現 代の新型社会主義か も知れない し,両 者の中間の何 らかの制度か もし

れ ない」 と述べ ている。歯切 れの悪 い言い方 であ るが,要 す るに,「 現代 資本 主義」 を選 ぶか

「現代社 会主義」 を選ぶかは,「 人民」の選択次第であ る}と い うこ とで あろ う。そ うだ とすれ

ば,ソ 連や東欧の 「人民および政府」は 「資本主義→伝統的社会主義(封 鎖式社会主義)→ 現代資

本主義」の道 を選択 し,中 国の 「人民および政府」は,「 資本主義→伝統 的社会主義(封 鎖式社会

主義)→ 現代社会主義(開 放性 ・社会化社会主義)」の道 を歩んでいる,と い うことになる。

以上,ス ミスに始 まり林子力に至 るまで,さ まざまな経済発展段 階説 を概観 してきた。 これ ら

の発展段 階モデルの多 くは,当 然 のことなが ら,あ る大陸のある地域のある国を考慮 してつ くら

れている。ス ミスの場合は,ユ ーラシア大陸のヨーロ ッパのイギリスを念頭 においたモデルであ

り,ド イツ歴史学派は ドイツを念頭 に,ロ ス トウはアメリカを念頭 にモデルを構築 した。マルク

ス学派 もまた,実 際 には西 ヨー ロッパの歴史を下敷に,発 展段 階モデルを構築 してい る。 これ ら

ヨーロ ッパ中心主義史観のモデルは,林 子力 を除いて,い ずれ も単線型発展段階論で もある。最

後 に,わ れわれは,梅 悼忠夫 と上山春平 の発展段階説 を紹介するのであるが,そ れに先立 ち,彼

らの学問的中心であった 日本 ・京都学派の今西錦司(1902-g2)の 思想 について,言 及 してお き

たい。

今西錦司を著者代表 とする 『人類の誕生』(河出書房新社,文 庫版 「世界の歴史1」,1989)は,自 然
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史学者の共同著作 であるが,経 済史や経済学 を学ぶ諸君 にもぜひ読んでいただきたい名著の一つ

である。今西 は同書の 「はじめに」のなかで次の ように述べている。「自然科 学が実証主義 一本

で立っている と思っている人があったら,そ れは大 まちがいである。 自然科学 は,は じめか ら実

証主義 と推理主義の二本立てでやってきた。その どち らが欠けて も,自 然科学 はな りたたない。

推理による事実の さきどりを,自 然科学では仮説 ともい う。仮説はいずれ事実によって証 明され

ねばな らないが,証 明はなにもい ます ぐなされな くて もよいのだ。仮説には,遠 い過去 にたいす

る仮説 も遠い未来にたいす る仮説 もあってよいのだ。では,ど うして歴 史 も仮説 をもってわるい

であろ うか。歴史にか ぎ り,ど うして実証主義一一本でいかねばならないであろうか。……実証主

義 と推理主義 といってみたところで,実 際は実証主義者 だって推理にたよるときもあ り,推 理主

義者だって実証 をかろんじているとい うわけの もので もないのである」。今西 の主張 は,推 理あ

るいは仮説 に依存せざるをえない社会主義経済や発展途上経済 の研究者 にとって,示 唆する とこ

ろが大 きい。

梅悼忠夫の 「文明の生態史観」
うめさおただ お

梅悼忠夫(1920-)が 『文明の生態史観』を発表 したのは1957年 であるが,こ の論文がわれわ

れ神奈川大学の途上国研究 グループに強烈 な衝撃 を与 えたのは,同 書 の文庫版が出版 された70

年代後半のことである(梅 樟忠夫r文 明の生態史観』中公文庫,1974)。 同書で梅 悼は,ユ ーラシア大

陸を横長 の長 円形 であ らわ し,こ れ を生態学的構造 の観点か ら二つ の地域 に分 けた。「第一地

域」は,ユ ーラシア大陸の東端(図 形の右端)の 日本,お よび西端(図 形の左端)の 西 ヨーロ ッパ

である。「第二地域」 は,ユ ー ラシア大陸の中央部(図 形の右端および左端を除く内側の全部分)を,

東北(右 上)か ら西南(左 下)の 方 向に斜めに走 る巨大 な乾燥地帯お よびこの乾燥地帯の両側 を平

行 に走 る準乾燥地帯である。

「第一地域」に属する 日本 と西 ヨー ロッパ は,東 西 に遠 く離 れてい るにもかか わ らず,両 者の

た どった 「歴 史の型」は よく似 ている。「塞外野蛮の民」 としてスター トし,「第二地域」か ら文

明を導入 し,後 に 「封建制,絶 対主義,ブ ルジ ョア革命」 を経験 して,現 代資本主義による 「高

度の近代 文明」 を もつので ある。「第一地域」 は,暴 力 の源泉 か ら遠 く,破 壊 か ら守 られて き

た。東端の 日本 お よび西端 の西 ヨーロ ッパは,「 中緯度温 帯。適度 の雨量。 たかい土地 の生産

力。……何 よ りも,こ こは は しっ こ,中 央 ア ジア的暴 力が こ こまでお よぶ こ とは まず なか っ

た」。 日本および西 ヨーロ ッパ は,「 条件の よいところで,ぬ くぬ くとそだって,何 回かの脱皮 を

して,今 日にいたった」のである。

「第二地域」は,乾 燥地帯(砂 漠とステップとオアシス)お よび準乾燥 地帯(森 林ステップとサバン

ナ)か ら成 る。中国世界(文 明圏),イ ン ド世界(文 明圏),ロ シア世界(文 明圏),地 中海 ・イス ラ

ム世界(文 明圏)と い う4大 世界(文 明圏)が あ り,古 代 文明,た とえば4大 文明 エ ジプ ト文

明 ・メソポタ ミア文明 ・インダス文明 ・黄河文明は,す べてこの地域 で発生 した。遊牧民が暮 ら

す 「乾燥 地帯 は悪魔の巣 である。暴力 と破壊 の源泉である」。古来繰 り返 し 「遊牧民そのほかの
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暴力」 が現れて,周 辺の文明世界 を破壊 した。破壊 と征服が繰 り返され,お びただ しい生産力の

浪費が起 こった。「第二地域」では,「 封建制」 を発展 させる ことな く,巨 大 な 「専制帝国」 をつ

くり,そ の矛盾 に悩み}多 くは 「第一地域」諸国の 「植民地 ない しは半植民地」 となった。最近

に至 ってようや く,数 段 階の革命 をへて,新 しい 「近代化」 の道 をたどろうとしている。

われわれは,遊 牧民=暴 力団 とい う梅悼の見解 には反対である。それは,定 住民 としての農耕

民や商工民の偏見であ り,ロ シアを含 む近現代 ヨ0ロ ッパのあるいはヨーロ ッパかぶれの見方で

あ る(江 上波夫,松 田壽男,杉 山二郎r世 界史の新視点』六興出版,1981)。 世界 史的 にみれ ばた しか

に,遊 牧社会は農耕社会,と りわけ工業社会の論理 と軍事力に敗れ,農 耕社会や工業社会に繰 り

込 まれていった。欧米 における近代国家の成立 とともに,遊 牧 に内包 される移動性の原理 と,す

べての人間を国民 として完壁 に支配 しようとす る西欧近代国家の論理 とが衝突 し,国 家の側 は力

による遊牧民絶滅政策 を展 開 したのである。遊牧民絶滅政策 を典型的に遂行 した国家の一つが,

社会主義を掲 げるソ連邦であったことは,興 味深い。遊牧民の生活領域 と精神は,徴 税 ・兵役 な

どをめ ぐって,国 家権力が及ぶ範 囲外にあ り,さ まざまな摩擦 ・反乱の源泉 になっている,と い

う見解 を,定 住民の側の国家権力 はもったのである。

氏族小集 団をつ くり,家 畜 とともに水 と草 を求めて移動 し,テ ン ト生活を送 る遊牧民 は,本 来

的に分散 ・分権 的であ り,国 家なるものを必要 とせず,平 和 を好 む民であった。この点はあ とで

やや詳 しく述べ る。梅悼 は,も っぱ ら 「暴力 と破壊」 とい う間違 った観点か らではあ るが,人 類

の歴史における遊牧民の役 割について,考 える契機を与えた。 また 「資本主義」 を生みだす こと

になる 「封建制」 は,日 本 と西 ヨーロッパのみに存在 し,乾 燥 ・準乾燥地帯の諸国には存在 しな

かった,と いう梅悼の見解は興味深 い。

遊牧 は,太 古の昔か ら,モ ンゴル高原やカザフ高原,ア ナ トリア高原,南 ロシア草原や東 ヨー

ロ ッパ平原な どで行 なわれて きた。東 ヨーロッパ平原や南 ロシア草原は,ス ラヴ族の発祥地であ

り,長 い間スラヴ族 は,遊 牧社会や有畜農業社会 をつ くり,近 隣のアジア系遊牧民 と共存 し,と

きに争い,支 配 と従属の歴史を刻んできた。現在の ロシア連邦の領土 にはかつて遊牧民や狩猟民

が活躍 した シベ リアおよび極東が含 まれる し,国 境 を接す るモ ンゴルや中央アジア諸 国,西 アジ

ア諸国は,主 として遊牧民が活躍 した国である。ロシアについて考察する とき,遊 牧社会を忘れ

ることはで きない。

上山春平の3段 階説 ① 自然社会→②農業社会→③工業社会

われわれは,あ る国,あ る地域,あ る大陸のみに妥当す る発展段 階モデルには賛成 しない。経

済発展段階モデルは,大 きな程度 において,特 定の国 ・地域 ・大陸を越 えた普遍性 をもたなけれ

ばな らない。その意味で,既 存 のモデルのなかで唯一注 目されるのは,日 本の京都学派 に属す る
うえやましゅんぺい

哲学者の上 山 春 平(1921-)の 説 である。上山説が最初 に公表 されたのは1961年 であるが(雑 誌

r思想の科学』1961年11月 号,中 央公論社),わ れわれが上 山説 の全容 を学 んだのは1990年 のこ とで

あ る。全7巻 か ら成る 『日本文明史』の第1巻 「文明史の構想 受容 と創造 の軌跡』(角川書店,
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平成2年)の なかで,上 山説が全面的に展 開されてい る。

上 山春平 は,「人類史の過程 を,巨 視 的にみて,生 産方法の不可逆的な展 開の過程 とみなす見

地をと りなが ら,こ の過程 においてもっ とも重大なエポ ックと見 られるのは,穀 物の大量生産の

方法 を確立 した"農 業革命"と,科 学 を背景 とする機械 的大量生産の方法を生み出 した"産 業革

命"で はないか,と いう観 点か ら,人 類史 を次の三つの段階に区分す る説 を提唱 した」。① 自然

社会 儂 業革命以前)→ ②農業 社会 儂 業革命以降,産 業革命以前)→ ③工業社会(産 業革命以降)。

す ぐれて常識的な発展段 階説であるが,基 本的にわれわれは上 山説 を支持 したい。上山説は,

段 階区分の標 識 として,「 農業革命」 と 「産業(工 業)革 命」 という,人 類社会の発展過程におい

て,地 球上の どの大陸 ・地域 ・国において も,遅 かれ早かれ,内 発的にせ よ外発的にせ よ,発 生

する可能性のある客観的 な事態を用いてい る。 これは卓見 である。上 山モデルが普遍的モデルに

な りうる理 由は,ま さに この点 にある。 ちなみ にアメ リカの経済 史家 ダグ ラス ・ノース(1920

-)も また,農 業革命 を 「第1次 経済革命」,工 業革命 を 「第2次 経済 革命」 と捉 え,経 済史 に

おけるその意義を強調 している(StructureandChangeinEconomicHistory,1981.邦 訳 「文明史の経済

学一財産権 ・国家 ・イデオロギー』春秋社,1989)。

上 山によれば,① の 「自然社 会」では,氏 族的 もしくは擬制氏 族的共同体(部 族組織)の 発展

が認め られ る。 まだ国家は存在せ ず,社 会組織 は,「 家族 と氏族 共同体 とい う二重構 造」 をな

す。②の 「農業社会」で は,自 然社会が農業革命 によって農業社会 に移行する過程 において,氏

族共同体 の機能は地域共同体 と国家 に分化す る。社会組織 は,「家族 と地域 共同体 と国家 とい う

三重構造」 に発展 した。③の 「工業社会」。人類社会の先進的部分 は,産 業革命に よって農業社

会か ら工業社会への移行過程 にさしかかっている。 この過程 において,国 家の機能は国際機構 と

その下部機構 としての国家(国 際国家)に 分化 し,そ れに併行 して,地 域 共同体の機能 は職業共

同体(職 能組合,企 業組合等々)に 吸収 され る。社会組織 は,「家 族 と職能共 同体 と国家 と国際機

構」 とい う四重構造に発展する。

以上が上 山説の概略であるが,わ れわれは,上 山説①の 「自然社会」 を 「採集狩猟社会」 に,

②の 「農業社会」 を 「農耕 ・牧畜社会」 に言い換 える。 また① 「採集狩猟社会」 と② 「農耕 ・牧

畜社会」の問に,前 者 か ら後者へ の移行 を必然 に した第1次 産業革命 として,〈 農耕革命 と牧畜

革命〉 を設定する。そ して② 「農耕 ・牧畜社会」 と③ 「工業社会」の問に,前 者か ら後者への移

行 を推進 した/推 進 している第2次 産業革命 として,〈 工業革命〉 を設定する。 したがって,わ

れわれの経済発展段 階説 は2革 命3段 階説であ り,次 の ような二つの類型 に分かれる。①採集狩

猟社会→ 〈農耕革命〉→②農耕社会→ 〈工業革命〉→③工業社会,① 採 集狩猟社 会→ 〈牧畜革

命〉→②遊牧社会→ 〈工業革命〉→③工業社会。

2農 業革命 採集狩猟社会から農業社会(農 耕 ・遊牧社会)へ

採集狩猟社会=原 始共同体(農 業革命以前の社会)
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今か ら150億 年前 のビッグバ ンで宇宙 は誕生 し,そ の宇宙 に46億 年前に太陽系がで き,32億

年前に生命が誕生 し,400万 年前 に人類が登場 した(松 井孝典r地 球倫理へ』岩波書店,1995)。 太 陽

系の地球 に生 まれた人類 は,今 か らお よそ1万5000年 前 か ら5000年 前 に農業革命 儂 耕 ・牧畜

革命)を 開始 した。 この革命 に至 るまでの期 間,す なわち人類400万 年の歴史の うちの約99.6%

か ら99.9%の 期間,人 々は採集狩猟 によって生活 を支えて きた。 しか し21世 紀 の現在,も っぱ

ら野生の植物性食物 を採集 し,野 生の動物 を狩猟する 〈獲得経済〉 は,地 球上か らほとん ど姿 を

消 し,〈食糧生産経済〉の生活様式が支配的になっている。先 にハ イルブmナ ーが例示 したご

とく,今 日においては,ご く少数の集団のみが,砂 漠 ・半砂漠や熱帯森林,極 北の氷原 などの農

耕 に も牧畜 に も適 しない生活条件 の厳 しい辺境の地で,採 集狩猟生活(獲 得経済)を 営 んでいる

にす ぎない。

採集狩猟民 は,野 生の動植物 などの天然資源に100%依 存 して生活 した。彼 らはまだ,食 糧の

生産 ・加工 ・保存や備蓄 を行 な う技術,ま た 自然環境の改造や制御 を行 な う技術 を もっていな

かった。生存 のために必要な天然資源の賦存状況か らみて,一 ヵ所 に定住す ることはできず,居

住地の移動 を繰 り返 した。移動す る生活様式 は,彼 らの社会 ・経済組織 に大 きな影響 を与えた。

彼 らが所有する家財道具は背負 って運搬で きるだけの量 にか ぎられ,日 常生活は きわめて簡素で

あった。

採集狩猟民は,食 物 を求めて朝か ら晩 まで働 き,疲 れはてて夜は空腹の まま地面 に転がって寝

るだけだ,な どと想像 してはな らない。彼 らの労働時 間は1日 平均3-5時 間と推定 され,食 事

も十分であ り,豊 富な余暇時間 を談笑や歌 と踊 りで過 した。 もちろん,失 業 とか倒産,過 労死,

金銭 をめ ぐる紛争 な どは存在 しなか った。 しか し,彼 らは疫病 や風 土病,自 然災害(地 震 ・台

風 ・洪水 ・野火 ・旱魑 ・冷害 ・雪害など)に よる集団の全滅,他 の人問集団や檸猛 な野獣 による襲撃

の危険 に囲 まれ てお り,決 して楽園 に住 んでいたわ けでは なか った(山 内殺r経 済人類学の対位

法』世界書院,1992;同 『経済人類学への招待』筑摩書房,1994)。

採集狩猟民の居住集団は,親 族関係でつ ながる家族の集合,す なわち氏族共 同体であ り,そ の

規模 は数十人か ら100人 前後であった。家族が社会 ・経済生活の基本的単位 であ り,氏 族共同体

のなかではr性 と年齢に もとつ く分業 ・協 同が行 なわれた。す なわち,一 般 に女性が採集,男 性

が狩猟 に従事 した。象 ・水牛 ・犀 ・カバな ど大型動物 の狩猟 は,男 性の協同作業であった。共同

体成員の労働の成果 は,共 同体の所有であ り,成 員に平等に分配 された。男女 間の分業,扶 養者

と被扶養者 とい う年齢による区別 を除 くと,共 同体の成員は対等平等であ り,職 業 ・身分 ・階級

等 は存在 しない。ある個人がその知識や能力,経 験に よって共 同体の なかで影響力 を発揮す るこ

とはあるが,そ れはいかなる特権 とも結びつかなかった。家族お よび共同体の統合原理 ・生活原

則 は,慣 習お よび伝統であった。

この ような採集狩猟社会(経 済)を,リ ス トは 「未 開状態」,ヒ ルデ ブラン トは 「自然経済」,

ビュ ッヒャーは 「封鎖的家族経済」,エ ンゲルスは 「野蛮」,ス ター リンは 「原始共同体」,ロ ス
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トウは 「伝統 的社会」,ヒ ックスは 「非市場経済 二慣習経済」,ハ イルブローナーは 「伝統経済 シ

ステム」,林 は 「封鎖式氏族共同体」,上 山春平は 「自然社会」 と呼んだ。 われわれは,こ の社会

を,生 産技術 的観点か ら 「採集狩猟社 会」,社 会経 済的観点か ら 「原始共同体」 と呼ぶ ことにす

る。 これは,生 産技術革命 としての農業革命 をagriculturalrevolution,社 会経済革命 としての農

業革命 をagrarianrevolutionと 呼ぶ ことにヒン トを得 た考 え方で ある。す なわち,agricultural

revolution以 前の社会が 「採集狩猟社会」であ り,agrarianrevolution以 前 の社会が 「原始共同

体」 ということになる。

農業革命(農 耕 ・牧畜革命)

まず最初に用語の整理を してお きたい。広義の農業革命は農耕革命 と牧畜革命 とを含むが,狭

義 の農業革命は農耕革命のみ を含意する。 したがって,広 義の農業社会 は農耕社会 と牧 畜社 会

(遊牧社会)の 双方 を含むが,狭 義の農業社会は農耕社会のみを意味する。

採集狩猟社会(原 始共同体)の 時代 は,す で に述べ たように,と てつ もな く長 いあいだっつい

た。採集狩猟民 は,植 物 の実や根 を採集す るさいに,地 上 に落 ちた実(種 子)が 芽 をだ し,成 長

して実をつけることに気づ いた。彼 らは,こ の現象 を何百回,何 千回 と見ていなが ら,な ぜ そう

なるか分か らなかった。 しか し}つ いにこれ らの現象の因果関係 を知 り,彼 らは植物 を栽培す る

ようになったのである。採集狩猟民は,野 生の動物の狩をするさいに,動 物の習性 を知 り,こ れ

を飼いな らす ようになった。動物のなかで最 も早 く飼い ならされたのは犬であ り(約1万 年前),

遅れて山羊や羊,牛 や馬が飼育され るようになった。

専 門家 は,次 の ように説 明する。今か ら約1万 年前,長 い氷河時代が終わ り,地 球上 に乾燥期

が訪れた。野生の植物性 ・動物性食物 の採集狩猟 は困難になった。 この 自然環境 の変化 に対応 し

て,人 類 は,地 球上のい くつかの地域 で,野 生植物の栽培化に成功 し,そ の結果,植 物の栽培 を

組織 的に行 な う農耕が発生 した 儂 耕革命,狭 義の農業革命)。同 じ頃,地 球 上のい くつかの地域

で,群 棲す る草食の有蹄類動物 の家畜化 に成功 し,そ の結果,家 畜の飼育 ・繁殖 を組織的 に行 な

う牧畜が発生 した(牧 畜革命)。農耕 と牧畜の発生は}同 一地域の場合 もあ る し,別 地域 の場合 も

あった。

農耕お よび牧畜の技術発展が始 まった。そ して農耕 ・牧畜労働の労働生産性が,採 集狩猟労働

のそれ よりも高 くなる時期 が訪れ,そ の結果,緩 慢 ではあるが技術移転が始 まった。採集狩猟民

は,農 耕技術 や牧畜技術 を習得 し,生 活 を改善 していった。採 集狩猟社会(原 始共同体)は 次第

に姿 を消 し,農 耕 ・牧畜社会の時代が到来 した。人類の歴 史を画 す るこの最初の生産技 術革命

は,広 義の農業,す なわち農耕および牧畜の分野で遂行 されたので,わ れわれは,こ の革命 を広

義の農業革命 と呼ぶ ことにす る。

上 山春平の言 う 「農業革命」,わ れわれの言 う 「農耕革命 と牧畜革命」は,か つて考古学者V

G.チ ャイル ド(1892-1957)が 「新石器革命」 と呼んだ革命 に相当する。食糧採集か ら食糧生産

への移行 は人類 史 を画す る革命 であ り,「新石 器時代」 にこの革命が起 こったので,「新 石器革
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命」 と呼ぶ。 これがチ ャイル ドの立場で あった。 しか し,世 界各地での考古学研 究 によれば,

「新石器」は地球上に普遍的 に存在せず,地 域 に よっては青銅器時代(紀 元前3500年 以降)や 鉄器

時代(前1000年 以降)に 農耕 と牧畜が出現 した事例があるので,「 新石器革命」 とい う用語 は使用

されな くな り,現 在は 「食糧生産革命」 とい う用語が使われている。

農耕革命 と農業社会

新 たに始まった農耕 は,食 糧採集か ら食糧生産への移行 を必然 とする巨大 な技術革新 であ り,

技術革命であった。先に農耕革命 は,地 球上のい くつかの地域で起 こった と述べたが,京 都学派

の今西錦司グループに属す る中尾佐助(1916-93)は,四 つの農耕 文化圏 根 栽農耕 文化,サ

バ ンナ農耕文化,地 中海農耕文化,新 大陸農耕文化 を設定 してい る(中 尾佐助 『栽培植物と農

耕の起原』岩波新書,1966)。

根栽農耕文化は,高 温多湿の東南 アジァが起源地であ り,栄 養繁殖の根菜作物(タ ロイモ,ヤ ム

イモ,バ ナナ,さ とうきび)の 栽培 を中心 とし,オ セ アニアや アフ リカの熱帯雨 林地域 に広が っ

た。サバ ンナ農耕文化は,夏 に高温多湿の西 アフリカが起源地であ り,種 子 によって繁殖す る夏

作物(シ コクビエなどのミレット,ササゲなどの豆類,ゴ マ,ひ ょうたん)の 栽培 を中心 とし,後 にイ ン

ドか ら中国華北 に広がった。地中海農耕文化 は,冬 に温暖湿潤の地中海東海域か ら西 アジアが起

源地であ り,種 子 によって繁殖す る冬作物(小 麦 ・大麦 ・ライ麦などの麦類,エ ンドウなどの豆類,

ビート)の 栽培 を中心 とし,当 初か ら家畜の飼育 との結 びつ きが強 く,有 畜農業が行 なわれた。

この農耕文化 はその後 ヨーロッパ をは じめ世界各地 に広が った。新大陸農耕文化 は,メ キシコ高

原やアンデス山脈が起源地 であ り,主 作物 は根茎作物 のキャッサバ,じ ゃがい も,か ぼちゃ,さ

つ まい も,種 子作物 の トウモロコシである。

西 アジアのいわゆる 「豊穣 な三 日月地帯」(今 日のイラン西部 ・イラク北部 ・トルコ南部 ・シリア・

パレスティナにわたる地域)で は,紀 元前9000-7000年 頃,小 麦 ・大麦な どの栽培や,羊 ・山羊の

飼育が始 まった。中尾の言 う 〈地 中海農耕文化〉の誕生である。そ して この地中海農耕文化 は,

紀元前5000年 頃イ ン ドや ヨーロッパ に伝 わった。東アジァの中国では紀元前5000年 前後に黄河

中流域の黄土台地で粟の栽培,長 江下流域の低湿地帯で稲 の栽培が始ま り,犬 や豚の飼育 も行 な

われる ようになった。東南 アジァの 〈根 菜農耕文化〉 は紀元前5000年 頃,ア フリカの 〈サバ ン

ナ農耕文化〉 は紀元前4000年 頃,ア メリカ大陸の農耕文化 も紀元前5000年 頃か ら始 まった。 し

たがって,採 集狩猟社会 か ら農耕 ・牧畜社会へ の移行 の時期 は,約1万 年前か ら6000年 前 とみ

ることが可能である。

狭義の農業革命,す なわち農耕革命 は,巨 大 な生産技術革命(agriculturalrev・luti・n)である と

同時 に,社 会経済的にみても人類の歴史を画する大 きな社会革命(agrarianrevolution)で あった。

後者 について簡単 に言えば,食 糧採集か ら食糧生産への移 行 によ り,農 業 の労働生産性 が上昇

し,食 糧の需給バラ ンスに顕著 な変化が生 じ,食 糧の余剰が生 まれた。その結果,氏 族共同体 の

成員の全員が,食 糧生産労働に従事す る必要 はな くなった。か くして社会的分業が可能 とな り,
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一一方に農民 ・牧畜民 ・漁民 ・狩猟民 ・職人 ・商人 ・芸人 などの 「被支配階級」が生 まれ,他 方に

彼 らを支配す る王侯貴族 と,こ れに服属 ・奉仕す る神官 ・武官 ・文官 ・専 門家 な どが生 まれた。

職業 ・身分 ・階級が成立 し,富 の蓄積が始 ま り,私 有財産制度が生 まれ,都 市や国家 の誕生 を促

した。このあた りの経緯 は,今 西錦司が 「超世帯 的世帯」 とい う概念 を使 い,「 軍隊 と戦争」の

始 ま り,「国家」の成立 を見事に説 明 している(今 西錦司 ・他 「人類の誕生』河出文庫,1989)。 これ

はまさに人類最初 の巨大 な社会革命であ り,後 世の 「工業革命」に優 るとも劣 らない影響 を地球

社会に与 えた革命 として,農 耕革命,す なわち狭義の農業革命 と呼ぶ ことにする。

生産技術 的にみて,agriculturalrevolution(農 耕革命)の 結果成立 した社会 は,狭 義の農業社会

である。 この命名に異論 のあ る者はいない。では社会経済的にみて,agrarianrevolution儂 耕革

命)の 結 果成立 した社会 は,い かなる性格 の社会 か。議論百 出であ る。ス ミスは 「農耕社 会」,

リス トは 「農業状態」,シ ュモ ラーは 「村落経済」,マ ルクスは 「古代的」生産様式,エ ンゲルス

は初期 「未開」社会,ス ター リンは 「奴隷制」,ヒ ックスは 「結合経済」,ハ イルブ ローナー は

「指令経済」,林 子力 は 「奴隷制」あるい は 「封建制」,上 山春平 は 「農業社会」 と呼んでいる。

ここではス ミス,リ ス ト,・上 山の 「農業 儂 耕)社 会」説が多 数派 であるが,学 問的真実 を多数

決で決めるわけにはいかない。

農業革命後の社会 は奴隷制社会 か

日本の代表 的国語辞典 に 「奴隷」 お よび 「奴隷制」 とい う項 目が あ り,次 の ような記述が あ

る。「奴隷」 とは,「 人 間としての権利 ・自由を認め られず,他 人の支配の下 にさまざまな労務 に

服 し,か つ売買 ・譲渡の 目的とされ る人。古代ではギ リシア ・ローマ,近 代 では南北アメリカの

植民地に典型的に現れ,日 本の古代 の奴碑 も大体 これに当 る」。「奴隷制」 とは,「 生産労働 の担

当者が奴隷である社会制度。古代社会に一般 的なもの とされ る。特 にギ リシア ・ローマの社 会は

その典型」(r広辞苑』第5版 岩波書店,1998)。

また別の書物 をみると,次 の ような知識 を得 るこ とがで きる。奴隷 は,そ の補給源か らみる

と,次 の5種 類があ る。①犯罪 を犯 し,奴 隷 身分に落 とされた 「犯罪者奴隷」,② 戦争で敗者 と

な り,勝 者の奴隷 にされた 「戦争捕 虜奴隷」,③ 経済的苦境 にお ちい り,自 身や妻子 を売 って奴

隷 となる 「債務奴隷」,④ 暴力 ・甘言 ・詐術 によ り拉致誘拐 された 「拉致誘拐 奴隷」,⑤ 奴隷の子

であるため奴隷 となる 「家生奴」。入手方法か らみる と,購 買奴隷,贈 与奴隷,相 続奴隷の3種

類 があ る。労働 内容か らみる と,① 家内奴隷(家 事労働に従事する下僕 ・下女など),② 労働奴隷 儂

場 ・牧場 ・鉱山 ・手工業 ・土木工事などで使役),③ 技 能 ・技術 奴隷(歌 手 ・踊り子 ・剣奴 ・医者 ・技術

者 ・教師など),④ 兵士奴隷(下 級兵士.司 令官に昇進し,奴 隷王朝を創建したものもいる)の4種 類 があ

る。所有主体か らみる と,公 共奴隷(官 奴隷)と 私奴隷の2種 類がある。

ところで上記国語辞典の説明は正 しいだろ うか。原始共 同体 の崩壊後 に成立する社会 は,「 一

般的」 に奴隷制社会だ ろうか。 この問題 を検討す るさいに役立つ のは,レ ーニ ン(1870-1924)
ウ ク ラ 　 ド

がロシア資本主義お よびソ連過渡期経済の研 究にさい して用いた 〈yK∬aR>と いう概念であ
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る。上記の国語辞典 は,ウ クラー ドとしての奴隷制 と経済的社会構成体 としての奴隷制社会 とを

区別 していないが,だ が両者は厳密 に区別す る必要が ある。奴隷制 ウクラー ドとは,あ る人間が

他の人間を所有 ・支配 して物質的生産 に従事 させ るという生産関係 にもとつ く経済制度あるいは

経済形態のこ とである。 この意味での奴隷制は,原 始共同体=採 集狩猟社会の崩壊後 に登場 した

農耕社会のみ ならず,近 代資本主義社会 に も存在 した。遺憾 なが ら21世 紀の現代社会 に も,闇

の世界 に奴隷が存在 し,奴 隷制 ウクラー ドが運動 してい るか もしれない。近現代 において存在 し

た/存 在する奴隷制は資本主義的奴隷制である。すなわち,支 配的 ウクラー ドはあ くまで 「資本

主義」 であ り,「奴隷制」 は 「小 商品生産(単 純商品生産)」ウクラー ドとともに,従 属的で補助

的なウクラー ドであるにす ぎない。

ある社会 に奴隷制ウクラー ドが存在す るか らといって,そ の社会を奴隷制社会 と呼んではな ら

ない。ある社会 の基本的な物質的生産,と くに農業生産において,奴 隷制ウクラー ドが主要かつ

決定的 な役割を果た している場合,言 い換えればr支 配的ウクラー ドが奴隷制であ る場合,そ の

社会 を奴隷制社会 と呼ぶこ とがで きる。われわれの考えによれば,こ の意味での奴隷制社会 は,

古代 ギ リシア ・ローマのみであ る。 この社会 には,支 配的 ウクラー ドとして 「奴隷制」が存在

し,従 属的ウクラー ドとして 「小商品生産」が一定の役割 を果 たしていた。 もちろん,こ の社会

の周辺地帯には,採 集狩猟 ウクラー ドの下で暮 らす 「氏族共同体」が存在 した し,牧 畜 ウクラー

ドに属す る遊牧民 の 「氏族共同体」や国家 も存在 した。

中国や イン ド,ロ シアや 日本 などの古代社会に奴隷 がお り,奴 隷制 ウクラー ドが存在 したこと

は間違いない。 しか し,こ の奴隷制が,支 配的ウクラー ドとして,こ れ らの社会の基本的な物質

的生産において主要かつ決定的な役割 を果たした,と 言 えるだろうか。マルクスが 「資本制生産

に先行す る諸形態」(1857-58年 に執筆,邦 訳 『経済学批判要綱』皿,大 月書店,196ユ 年に収録)の なか

で述べ た 〈allgemeineSklaverei>(一 般的奴隷制,全 般的奴隷制,総 括的奴隷制,総 体的奴隷制などの訳

語がある)と いう概念 を古代 アジア諸 国に適用 して,広 く農民 を国家奴隷 と把握 し,こ れ らの国

を総体的奴隷制社会だ と認識する説がある。 またアジアの古代社会 を 〈国家奴隷制〉 と規定する

研究者がいる(中 村哲r奴 隷制 ・農奴制の理論 マルクス ・エンゲルスの歴史理論の再構成』東京大学出

版会,1977;中 村哲編 『東アジア専制国家と社会経済』青木書店,1993;『 飯沼二郎著作集』第1巻,世 界史

研究,未 来社,1994;不 破哲三 『史的唯物論研究』新日本出版社,1994)。

上記の総体的奴隷制社会説あるいは国家奴隷制説は,反 証不可能な立論であろ うか。 われわれ

の考えでは,ア ジア古代社会の支配的ウクラー ドが何であったかの問題 は,い まだ解決 していな

い問題であ り,い っそうの研究が求め られている。 したが って今 ここで,ア ジア古代社会の支配

的ウクラー ドについて,確 定的なことを述べ るわけにはいか ない。 しか し,後 述す るように,古

代 スラヴ族 は奴隷制社会(支 配的ウクラー ドが奴隷制である社会)を 経験せず に,歴 史の歩みを始め

ている。

牧畜革命
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牧畜の起源 については諸説がある。大別する と,狩 猟起源説 と農耕起源説 とである。前の説で

は,狩 猟対象 とする野生の畜群の移動 に追随するなかで,畜 群 を群れ として管理する技術 を獲得

す ることによって牧畜革命が成立 した,と 考 える。後 の説では,農 耕 を営む過程で,個 別的 な飼

育 による家畜化 を通 じて牧畜が発生 した,と 考える。民族学 的な考察の結果に よれば,狩 猟起源

説に妥当性 がある。極北 の野生の トナカイ群 に追随す る狩猟民 は,群 れの移 動 につ き従 いなが

ら,必 要に応 じて狩猟 を行 な う生活 をしている。狩猟対象 としての畜群 に追随す る生活の なか

で,固 有の群れに対す る所有権が生 じ,群 れの行動を管理す る技術 が生 まれた,と 推測 される。

野生動物の肉や骨,毛 や皮を利用す る技術 は,牧 畜革命以前 に,す なわち採集狩猟社会の時代 に

すでに一定程度発達 していたが,搾 乳や去勢 ・繁殖の技術 の習得 はまさに牧畜革命の内容その も

のである。

遊牧社会論の専 門家 も狩猟起源説 を支持 している。「遊牧が農耕のなかか ら派生 して きた とす

る説がある。 しか し,農 耕 と遊牧 における生活原理のちがいをみれば,こ の説の正当性 につ いて

は疑問 をはさむ余地があ まりにもおおい。定住 と移動 という生活形態 の差は根本的だ」。「遊牧が

狩猟 の系譜か らうまれでた ことは確実であ る。農耕が採集の系 譜上 にあ ることと対照的 とい え

る。移動性 を有す る野生有蹄類の群れに追随す る狩猟民集 団のなかで,搾 乳 と去勢の技術 を獲得

する ことによって遊牧 が成立す る。 これは,農 耕の成立 よ りもはるかにふるかった可能性がつ よ

い。遊牧 においては,生 活 に不可欠な道具類は農耕に比較 してひじょうに簡素 なものです んだか

らである」(松原正毅 『遊牧の世界.一トルコ系遊牧民ユルックの民族誌から』中公文庫,1998)。

牧畜は,群 棲する有蹄類動物 を管理 し,家 畜の乳 ・肉 ・血 ・毛 ・皮 ・骨 ・角 ・糞 などの産物 に

基礎 をお く生活様式 である。牧畜が,い つ,ど こで,ど のような過程 をへて人類史 に登場 して き

たか は,明 らかでない。それは,牧 畜が考古学上の痕跡や歴史的記録 を残 しに くい生活様式だか

らである。それで も牧畜がユー ラシア大 陸を斜めに走 る大乾燥地帯 において発生 したのは,間 違

いない。牧畜の対象 となる主要な家畜は,羊 ・山羊 ・牛 ・馬 ・酪駝 ・ヤク ・トナカイである。

羊および山羊は,牛 や馬 よ りも早 く家畜化 したと考 え られる。羊の骨 は,西 アジアの初期農耕

遺跡か ら出土 している。イラク北東部の シャニ ダール遺跡では紀元前9000年,レ バ ン ト地方の

エ リコ遺跡では前8000一 前7000年,ギ リシアのアルギ ッサ ・マ グラ遺跡 では前7200年 の文化

層か ら,羊 の骨が出土 している。農耕 の開始 とほぼ同 じ時代 に牧畜が始 まった と言ってよい。 山

羊の骨は,エ リコ遺跡 ほか西 アジアの初期農耕遺跡 で前8000年 頃 にあたる文化層か ら発掘 され

ている。

牛 は,羊 ・山羊 よ り遅れて家畜化 された。牛の骨 を出土す る最 も古 い考古学的事例 は,ト ルコ

の ヒュユ ック遺跡やハジラル遺跡であ り,前6500年 頃 とされる。前3000年 の,メ ソポ タミア初

期第3王 朝期の宮殿の レリーフに,牛 の搾乳の場面があ る。馬は,ウ クライナか ら トルキス タン

にかけてのス ッテプ(草 原)で,前3000年 頃,家 畜化が始 まった と推測 される。当初 は肉用や車

の牽引獣 として用い られたが,前2000年 頃,騎 乗用 に使われ るようにな り,重 要性 をました。
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牧畜民の戦闘性が開花す るのは,騎 馬技術の獲得以後である。ユー ラシア大陸の騎駝 は,フ タコ

ブ騎駝 とヒ トコブ酪駝の2種 類が あ り,フ タコブJ駝 は中央アジアか ら東 よ りの地域,ヒ トコブ

騎駝 は西アジアお よび北アフリカに分布する。イラン中央部のシャリ ・ソクタ遺跡か ら騎駝の糞

が発掘 された。年代 は前2600年 頃であ り,家 畜化 されたフタコブ騎駝 の もの と推測 される。騎

駝 は,車 の牽引 ・荷役 に用い られた。

遊牧社会

牧畜には,遊 牧的牧畜 と定住的牧畜の二種類が ある。移動性の高い遊牧 は,家 族全員が家畜群

とともに移動 し,テ ント(ゲ ル,ユ ルタ)生 活 を送 る。冬営地 と夏営地が設け られ(地 域によっては

秋営地,さ らに春営地が設けられることがある),草 と水 を求めて営地 問を季節移動す る。年間 を通 じ

ての移動距離 は,長 いもので1000キ ロに及ぶ。移動の途中で羊 を沿道 の農民の穀物 ・布 と交換

し,都 市のバザール(市 場)で 家畜 や畜産品 を売 り,自 給 で きない生活必需品や武具 を買 う。定

住的牧畜は」冬営地 に定住 的な住居 と耕地 をもち,夏 営地で家畜群 とテ ン ト生活を送る場合 と,

その逆の場合がある。牧畜 の経営単位 は基本 的に家族であ り,経 営規模 はおのず と限定 され,子

供 を含めた家族全員の労働力が必要である。地域 によ り家畜の組合せや頭数,重 要度の高い家畜

の種類 などは異 なる。参考 までに現代 の トルコ系遊牧民 の場合,一 世帯(6-8人)当 りの平均的

な所 有頭 数 は,羊200-300頭,山 羊300頭,牛30頭,酪 駝10頭,馬5-10頭 で あ る(調 査年

1979-80年,松 原正i毅『遊牧の世界』中公文庫,1998)。

牧畜活動は,ス ッテプや荒蕪地 ・砂漠 ・半砂漠 ・山岳地帯な ど生活条件の苛酷 な乾燥地帯で行

なわれる。夏季の大旱越や野火の発生 で牧地が壊滅 し,冬 季 の寒波や雪害で家畜が全滅すること

もある。家族 を単位 とする経営 では,管 理 できる畜群 の規模 に限界があ り,乳 や毛 ・皮 などの産

物 は穀類の ように貯蔵の対象にはな らない。 とくに遊牧では,所 有 しうる財産は酪駝 などの移動

手段 に規定 され,必 要最小限の生活用具以外は所有 しない。遊牧社会では,農 耕地域で発達 した

土地の私的所有 もない し,富 の蓄積 も困難であ り,し たがって貧富の差 は農耕社会 ほど大 きくな

く,階 層差 も小 さい平等 な社会である,と 言える。

遊牧社会 は,家 族(5-6人)が 基礎i単位 であ り,共 通 の祖先 を もつ30-50家 族が集 まって遊

牧集団(氏 族)を つ くり,家 族 や家畜の群 れを 自然災害や人為的脅威 か ら守 った。 さ らに血統 的

に近い氏族が集 まって部族をつ くり,部 族が連合 して国家を建 て,有 力 な部族長が君主になる場

合 もあった。 しか し,通 常 は家族連合(氏 族)で 遊牧生活 を行い,そ れ以上大 きな社 会組織 は不

必要であった。広大無辺の空間を移動す る諸遊牧集団を統制することは困難であ り,ま たあえて

統制す る必要 もなかった。これが本来的な遊牧社会 である。

遊牧社会論の専 門家 は,農 耕民 と遊牧民の生活形態の差違 を次の ように考えてい る。農耕生活

においては,「 定住 によって蓄積 は累積的 にふえ,土 地 や家,家 具 などの財 産に転化 してゆ く。

生産 の余剰 によって,フ ル タイム ・スペ シャリス トや官僚機構 など直接 生産 に従事 しない人口を

多数かかえることが可能になったのは,農 耕社会の発展 のなかか らであった。移動 を生活形態の
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基盤に とりこんだ遊牧においては,累 積 的な蓄積 はおお きくな りえない。遊牧 は,本 来的に大規

模 な寄生的人口をかか えうるだけの余剰 をうむ ことので きない生産体系 だ。その意味では,遊 牧

社会 は基本 的にエガリタリア ンな(平 等的な)社 会 といえるだろ う。 もともと十地や家屋 な どに

転換 して財産を形成す る思想 は,遊 牧民 にはなかったのではないか。遊牧が畜群 との相補的な共

生 関係の うえに成立 し,畜 群内部の再生産に全面的に依存 していたか らであ ろう」(松原正毅r遊

牧の世界』中公文庫,1998)。

遊牧民 と国家

歴 史文献 によれば,ユ ー ラシア乾燥地帯の西方の最 も古 い遊牧 国家は,イ ラン系遊牧民のスキ

タイ国である。スキタイは,前6世 紀か ら前4世 紀,黒 海の北側 に広がる南 ロシア草原地帯 を支

配 し,ペ ルシア帝国の侵略 を許 さず,騎 馬戦術 でペル シアの大軍 を敗走 させた。スキタイは,カ

ザ フ草原か らモンゴル高原,チ ベ ッ トや シベ リアに至る内陸アジアの諸遊牧民に大 きな影響 を与

えた。前3世 紀か ら後3世 紀,カ ス ピ海南東地域 にイ ラン系遊牧民 の国家パルティアがあった。

パ ルティアは,メ ソポ タ ミア地方の支配 をめ ぐってmマ と争 い,東 方 ではバ ク トリア,大 月

氏,ク シャーナ朝 と戦 った。中国の後漢 と交流 し,後 世その道は 〈絹の道〉 と称 された。

乾燥地帯の北方 では,前4世 紀末か ら後1世 紀,ト ルコ系(モ ンゴル系ともいわれる)遊 牧民 の

旬奴がモ ンゴル高原で活躍 した。旬奴は,中 国華北 を侵攻 し,秦 の始皇帝や漢の武帝 と争 った。

6世 紀か ら8世 紀,ト ルコ系遊牧民 の突蕨 は,モ ンゴル高原か ら中央 アジアにかけて大帝国 を建

設 し,「西域」の支配 をめ ざす中国の唐 と争 った。8世 紀 か ら9世 紀,ト ルコ系遊牧民 ウイ グル

は,中 央 アジアで東突厭 を滅 ぼ して建 国 し,「西域」の支配 をめ ぐって中国唐朝 と争 った。そ し

て13世 紀 にはモ ンゴル帝国,15世 紀 にはオスマ ン トル コ帝国が登場 し,世 界史 を大 きく書 き換

えることになる。 この二つ の遊牧帝国は,後 述するように,ス ラヴ社会,と りわけロシア社会の

歴 史に直接 に関係す る(杉 山正明r遊 牧民から見た世界史』日本経済新聞社,1997;小 松久男編r中 央

ユーラシア史』山川出版社,2000)。

中央ユーラシアの広大な乾燥 地帯では,東 西南北 に道が走 り,各 地域 を結びつけ,こ の地帯 の

一体化 と繁栄 に貢献 した。なかで も重要であったのは次の四つの幹線道路である。北か ら 〈タイ

ガ(森 林)の 道〉,〈ステ ップ(草 原)の 道〉,〈オアシスの道〉,〈海の道〉。 〈タイガの道〉は,北 緯

60度 付近 を走 り,南 ロシア草原(キ ェフ)か らウラル山脈 を越 えてバ イカル湖 に至 り,さ らに シ

ベ リアのアムール川流域(ハ バロフスク)を 結んでいた。後世 このルー トを使 って,ロ シアの シベ

リア征服,極 東へ の進出が行 なわれた。現在,世 界最長の シベ リア鉄道が走 ってい る。 〈ステ ッ

プの道〉 は,北 緯50度 付近 を通 り,南 ロシァ草原一カザ フ草 原一ジュ ンガル盆地4ル タイ山麓一

モ ンゴル高原な どのステップを結ぶ交通路であ る。 この道 は,ス キ タイ文化の東伝,旬 奴やモン

ゴルの ヨーロッパ侵攻のルー トになった。 〈オア シスの道〉は,北 緯40度 付近 を走 り,乾 燥地帯

に点在するオアシス都市 を結ぶ通商路であ り,盛 んに隊商が往 来 した。 オアシス都市は水 に恵 ま

れ,農 民や職人,商 人や人足,騎 兵や役 人な どが定住 してお り,旅 館やバザールが あった。〈オ
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アシスの道〉 は,中 国北西音匠天 山山脈北側(天 山北路)あ るいは南側(天 山南路)一中央 アジアーイ

ラン高原北部一メソポ タミアー地 中海東岸 を結ぶ 「東西交通路」である。 〈海の道〉 は,中 国南部

沿岸一イ ンドシナ半島 ・マ レー半島沿岸一イン ド洋沿岸一アラビア海沿岸一紅海 を結ぶ海上ルー トで

ある。 ドイツの地理学者F.vonリ ヒ トホーフェンが1877年 に 〈Seidenstrassen,シ ルクロー ド,

絹の道〉 と名づけたのは,〈 オアシスの道〉 のことである。古来,遊 牧民の国家 も,「西域」 を支

配 した中国の国家 も,オ アシス都 市 と 〈シルクロー ド〉 を支配下にお き,そ れを利用する隊商か

ら各種の物資 ・商品を通行税 として徴収 した。その代償 として隊商は,各 種 の便宜や交通の安全

を保障されたのである。

遊牧 国家の形 成について考えてみ よう。 中央 アジア史が専門の間野英二(1939-)は,次 の よ

うに述べている。遊牧社会に有能な指導者,た とえばチ ンギス ・ハ ンの ような人物が現 れると,

諸遊牧集団が平和裡 に 「棲 み分け」(今西錦司)し ているステ ップ地帯 の状況 は一一変す る。にわか

に騒が しくな り,氏 族 間や部族間の戦争が起 こ り,最 高勝利者の まわ りには多 くの氏族 ・部族の

代表が集ま り,彼 を中核 とする遊牧国家が形成 される。遊牧国家の指導者 の責務 はrな によりも

まず,遊 牧民 たちを経済的に満足 させ ることである。満足 させ られない場合は,遊 牧社会が本質

的にもつ分散傾向に したが って,遊 牧民 たちは彼の もとを去 り,遊 牧国家 は瓦解す る(間 野英二

r内陸アジア』朝日新聞社,1992)。 遊牧社会論 ・社会人類学が専 門の松原正毅(1942-)は,同 じこ

とを次 のように述べている。「基本的には遊牧生活は個 に基盤 をおいた ものだった……。べつ に

リーダーはいな くて も,緊 密な社会組織 を欠いていて も,日 常的 な遊牧生活 になんの支障 もな

い。必要があれば,歴 史的 にみれば必要な ときだけ,ピ ラミッド的 な社会組織が機能 したのだろ

う。遊牧社会 は本質的に個 の離合集散の可逆性がたかい社会,と いえるのではないか」(松原正毅

『遊牧の世界』中公文庫,1998)。

いったん遊牧国家が成立する と,こ の国家 を維持す るために,常 備 軍や統 治機構 が必要 にな

る。当然,こ れ ら諸機構 を維持するためには,莫 大 な富が必要であるが,遊 牧社会内部にこの富

は存在 しない。 では これらの富 をどこか ら調達す るのか。答えは簡単 である。騎馬での戦争にた

けた遊牧民の軍事力を利用 し,周 辺の豊かな農業地域 オアシス都市や農業国家 を侵攻 し

て,そ の富 を強奪すればよい。あるいは軍事力 を背景に,周 辺 の農業国家 を外交的に従属 させ,

その富 を吸い上 げればよい。すなわち,遊 牧国家 とい う,遊 牧社会が本来必要 としない巨大 な組

織がステ ップ地帯に成立す ると,そ の維持 のために対外遠征が必要にな り,対 外交渉が不可欠に

なる。そ して,指 導者が周辺地帯か ら十分 な富 を獲得 できな くなったとき,遊 牧民 は離散 し,遊

牧 国家は崩壊す る。騎馬戦十は家族 のもとに帰 り,も との遊牧生活 に戻 る。国家 なき分散 的な遊

牧社会の時代が訪 れる。いつの 日かまた有能な指導者の出現,そ のまわ りへの遊牧民 の結集,新

たな遊牧国家の成立,周 辺農耕地帯への侵攻 ・収奪,や がて財政危機,国 家の崩壊 ……。

中央ユーラシアの遊牧民の間では,古 代か ら近代に至 るまで,国 家形成に関 して,上 記の よう

なパ ター ンが繰 り返 されて きた。 したが って,遊 牧社会 に,農 業社 会の時期区分,た とえば古
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代 ・中世 ・近代 とか,奴 隷制社会 あるいは封建制社会 といった歴史区分 を適用するのは,無 理で

あ り,か つ無意味である。で は遊牧社会 に,ど の ような発展段 階区分 を適用すればよいのか。 こ

れは難 しい問題である。 さしあた り,① 遊牧社会が家畜の放牧 ・繁殖を中心 とする独 自の再生産

様式 を維持 し,独 立性 を保持 し得ていた時期 とS② 上記再生産様式の維持が困難にな り,独 立性

を喪失 していった時期 とに区分で きる。⑦独立時代 と②独立喪失時代 の画 期 は,18-19世 紀 で

ある。 この時期,ア ジアの遊牧社会 は,最 終 的に独 立性 を失 い,近 隣の ロシアや 中国(清 朝),

遠 くイギ リスや フラ ンスな どの帝国主義列強の植民地 ・従属国に転落 してい った。

さて①の 「独立時代」 の遊牧経済であ るが,こ の経済 の労働対象 は,羊 ・山羊 ・馬 ・牛な どの

家畜である。労働手段 は,家 畜の移動 ・飼育 ・繁殖 ・解体,畜 産物の加工 ・保存 にさい して必要

な各種の道具 ・器具類であ り,牧 畜犬や騎乗用の馬 もまた労働手段 である。 これ らの労働対象 と

労働 手段,つ ま り生産手段 は,遊 牧民家族 を代表 して家長が所有 する。家族所有 と言 って もよ

い。遊牧労働 には,家 長 をは じめ労働能力 を有する家族全員が従事する。労働生産物,す なわち

家畜や畜産加工品の処分 は,家 族 と経営 の再生産維持 の観点か ら,長 年の共同体慣行 に従 って行

なわれる。肉や乳 な どの食糧,衣 類 な どの個人消費財は,家 族員に必要に応 じて分配される。遊

牧経済は,お おむね単純再生産であ り,経 済成長率 はゼロと考 えて よい。ある遊牧民の家族お よ

び経営に困難が生 じた場合 は,そ の家族が所属する氏族共同体 による援助がある。以上の ような

もの として,遊 牧民 の経済 的社会構 成体 は,数 千年 も存在 して きたのである。

3ス ラヴ族の登場 ルーシか らロシアへ

東 スラヴ族(ル ーシ)と アジア系遊牧民

ス ラヴ族は,ラ テン族 ・ゲルマ ン族 とともに今 日の ヨー ロッパを構成す る三大民族の一つであ

る。そのなかでスラヴ族 は現在,人 口最多であるが,歴 史 に登場 して くる時期 は最 も遅 く,文 献

上 に現 れるのは前5世 紀 のことである。スラヴ族の原郷 に関 しては諸説があるが,ド ニエプル,

プ リピャチ,ヴ ィスワ,ド ニエス トルの四つの川に囲 まれた地域,す なわち,現 在のポー ランド

東部,ウ クライナ西部,ベ ラルーシあた りだ と考え られている。ス ラヴ族は,こ の原郷か ら,水

路を通 じて周辺地域 を開拓 し,勢 力 を拡大 していった。
ル 　 シ

キエ フ国家が建設 された9世 紀前後の国際関係 をみ ると,PyCb(ロ シアの古名)は,黒 海周

辺地域か らバルカ ン半島南部にまで進出 していた古参の ビザ ンツ帝国(東 ローマ帝国)と 対立 し,

また西 アジアか らザ カフカースまでを支配する新興のイスラム諸王朝 と対立 していた。南 ロシア

草原やその周辺のスラヴ族の生活圏で は,ア ジア系の騎馬遊牧民 が活躍 してお り,彼 らは 〈森の

民〉ルーシに脅威 を与えていた。 まずその一端 をみてみよう。

カザフ草原にいた遊牧民の フン族 は,2世 紀頃ヴ ォルガ川流域のステ ップ地帯で遊牧生活 をし

ていたが,4世 紀後半 には西進 して ドン川 を越 え,東 ゴー ト族 を征服 し,ゲ ルマ ン族の大移動の

原因をつ くった。 このときのゲルマ ン族の南下で,ス ラヴ族は東西 に分断 された。5世 紀 にフン
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族 は,ド ナウ川中流域 に大帝国を建て,こ の地 にハ ンガリー(フ ンの地)の 名 を残 した。5世 紀末

のフン帝国の崩壊後,ス ラヴ族 は,南 方への進 出をはか り,ド ナウ川下流域 および黒海北西部沿

岸か らバルカン半 島の ビザ ンッ帝国領へ侵入 した。スラヴ族 のバルカ ン進 出は,7世 紀末に完了

した。 これ より前 の6世 紀にス ラヴ族はsド ニエプル川上流域,エ ルベ川下流域 およびバル ト海

沿岸部 まで進 出した。9世 紀末には ドナ ウ川中流域 にマジャール(ハ ンガリー)人 が侵入 し,ス ラ

ヴ族は西 と南 に分断 された。領土の拡張や縮小,た び重なる他民族の侵入の結果,ス ラヴ族の分

化が進行 し,今 日の東ス ラヴ族(ロ シア人,ウ クライナ人,ベ ラルーシ人),西 ス ラヴ族(ポ ーランド

人,チ ェコ人,ス ロヴァキア人,ソ ルブ人),南 スラヴ族(ブ ルガリア人,セ ルビァ人,ク ロアチア人,ス ロ

ヴェニア人,マ ケドニア人,モ ンテネグロ人)と い う三つのス ラヴ族,が 形成 された。

東スラヴ族,す なわちルーシの故地は,6世 紀 から9世 紀,ト ルコ系遊牧民 のバザールの支配

下 におかれた。バザー ルは,南 ロシア草原 を本拠に,サ サ ン朝ペル シアや新興の アラブ帝 国 と

争 った。 ヴォルガ川下流域 の首都 アティルは,東 西の交易路(シ ルクロー ド)と 南北 の交易路(ア

ラブとヨーロッパ中部とを結ぶ)の 交差点であ り,ユ ダヤ商人やムス リム商人,ル ー シ(ヴ ァリャー

グ人)商 人が活躍 し,国 際貿易の中心地 として繁栄 した。 カス ピ海 は 〈バザールの海〉 と呼ばれ

た。後 にルーシの首都 となる ドニエプル河畔のキエ フも,バ ザールの交易拠点 二軍事拠点の一つ

として発展 した。バザールでは牧畜のほか農業 ・漁業 も行なわれたが,隊 商か ら徴収する関税,

スラヴ族な ど周辺諸族か ら徴収する貢税,戦 争捕虜の売却代金が国家の主要な財源であった。ハ

ザールの支配階級 は,冬 は都市周辺,夏 は草原地帯で過す という半遊牧の生活 を送 った。バザー

ルの遊牧民 のなか には,遊 牧 をや め,定 住(役 人 濃 民 ・商人など)を 選ぶ ものが増 えた。9世 紀

後半になると,新 興のルー シ,ペ チェネグ,オ グズな どの軍事 的圧迫 を受けた。965年 にはキエ

フ ・ルー シのスヴャ トスラフ公 によって首都 アティルを攻略 され,バ ザール国は事実上崩壊 した

が,軍 事通商 国家バザールは,ル ーシがモデル とする国家であった。

トル コ系遊牧民のペ チェネグは,8世 紀 にアル タイ山脈か らバ ルハ シ湖周辺 で活躍 していた

が,9世 紀にはヴォルガ,ウ ラル両川の河間地帯へ移住 し,9世 紀末 には黒海北岸地帯 に移住 し

た。10世 紀初 め以降たびたびキエ フ ・ルー シ領 に侵入 し,略 奪 と殺獄,拉 致誘拐 を行 なった。

972年 には ドナウのブルガ リア遠征 か ら帰国途中のキエフ公ス ビャ トス ラフを襲い,殺 害 した。

しか し,11世 紀半 ばポロヴェツ人の圧迫 を うけて黒海西岸 に移動 し,11世 紀末ポロヴェツとの

戦いに敗れ,ペ チェネグは滅亡 した。

トルコ系遊牧民のポロヴェッは,10世 紀頃 までカザ フ草原で遊牧生活 を送 って いたが,そ の

一部が ヴォルガ川方面に移動 し
,11世 紀 には黒 海北岸 のス テ ップや カ フカース方面へ 進 出 し

た。11世 紀末,先 住 のペ チェネグ を滅 ぼ してか ら一大 勢力 とな り,ル ー シと敵対す るよ うに

なった。「農民が耕 しは じめる と,ポ ロヴェッが きて,矢 で殺 し,馬 を奪い,村 にやって きて,

妻子 とすべての財産を奪 う」(「ロシア原初年代記』)。12世 紀末に書かれた と言 われるルーシの英雄

叙事詩 『イーゴリ軍記』 は,ポ ロヴェッ とル0シ の戦 い を主題 に した もので ある。ポロヴェツ
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は,13世 紀 初 め,バ トゥの率 い るモ ンゴ ル帝 国軍 に敗 れ,そ の支 配 下 に組 み込 まれた 。

キ エ フ ・ル ーシの 建 国

ロ シア で最 初 の 国家 〈キ エ フ ・ル ー シ〉 を建 設 した の は 誰 か。 確 実 な 回答 は現 在 に至 る もな

い。建 国当 時 の9世 紀,ス ラヴ人 は文 字 を もってい な か った。 決定 的 な 国内 史料 は存 在 せず,傍

証 とな る外 部 史料 もない。 この 問題 に関 係 して,ロ シア の古 名 ル ー シの起 原 をめ ぐ り,18世 紀

以来,ロ シア の内外 で ノルマ ン説 と反 ノル マ ン説 とが激 しい論 争 をつ づ け て きた。 ノルマ ン説 に

よれ ば,〈 ル ー シ〉 と呼 ば れ てい た ノ ルマ ン人(北 欧のスカ ンジナヴィア系 ヴァイキ ング)が,キ エ

フtル ー シ を建 国 した の で あ る。 反 ノル マ ン説 は,こ れ に反 対 して,〈 ルー シ〉 はス ラヴ 内部 の

名称 で あ り,キ エ フ ・ル ー シの建 国者 はス ラヴ人 であ っ た,と 主 張す る。

ノ ルマ ン説 は,12世 紀初 め に キエ フで編 纂 され た ロ シア最 古 の 年代 記 「過 ぎ し歳 月 の物 語 』

(邦訳rロ シア原初年代記』,名 古屋大学出版会,1987)と い う文献 に依 拠 してお り,北 方 の ス カ ンジナ

ヴ ィアか ら招 致 した 〈ヴ ァ リャー グ人〉 とも 〈ル ー シ〉 と も呼 ばれ る ノル マ ン人 が キエ フ ・ルー

シ を建 国 した,と 主 張 す る。 「た が い に内 輪 もめ が た え ない」 ス ラ ヴ人 は,バ ル ト海 の彼 方 の

〈ルー シ〉 の も とに使 者 を送 り,「 われ らが 国土 は広 大 に して富 め り。 され ど秩 序 な し。請 い願 わ

くばr来 た りて わ れ らを治 めた まえ」 と伝 えた。 この願 い を聴 きいれ た首 長 リュ ー リクは,二 人
ク ニ ャ 　 ジ

の 弟 と 「ル ー シな る ヴ ァ リャー グ人」 の一 族 郎 党 と と もに ロ シ ア に きて,KHA3b(公)と な
ル 　 シ ル 　 ス カ ヤ ゼ ム リ ャ

り,こ の 地 を統 治 した。それ 以来,Pycbの 地 は,PyccKaR3eM」IH(ル ーシの

地)と 呼 ばれるようになった。 これに対 して反 ノルマ ン説 は,〈 ルー シ〉 とい う名称 はロシア国

家の建国時 とされる9世 紀中頃以前 にスラヴの地 に存在 した と述べ,こ の語のスカ ンジナヴィア

起原 を否定 し,ス ラヴ起源説(バ ザール説,フ ィン説,ゴ ー ト説もある)を 主張 した。後世の ロシア

の民族主義者や愛国主義者に とって,「 外 国人が ロシア国家 を創設 した」 という説 は,受 け入れ

が たい説であった。

ロシア史家 の田中陽児(1926-)は,当 時のキエ フ ・ルーシの景観 を次の ように描いてい る。

「欝蒼 とした森林 を縫 うように流 れる大 ・小 の河川,湖 沼の沿岸 にある要所要所 には,砦 を兼ね

た町や集落が点在 していた。針葉樹林 につづ いて厚 くひろがる混合樹林帯で は,樺,樫,楢 のほ

か,椎,松,落 葉松 などのつ らな りが,南 にひらけた広大 なステップと接 しなが ら消 えてい く。

林 間のひ らけた大地には,森 林 を伐採 して焼 く風景が見 うけ られ(焼 畑農業),狩 猟,蜂 蜜採取,

河川 ・湖沼の漁労な ど,さ まざまな林 間諸営業で暮 らしをたてている在地の民の住居があった」

(田中陽児他 『ロシア史』1,山川出版社,1995)。

「原初年代記』には,次 の ような記述がある。6-7世 紀 か らス ラヴ人 は,南 ロシア草原 の遊牧

民 アヴ ァール,ブ ルガール,バ ザール,つ いでマ ジャール,ペ チ ェネ グその他 の略奪 にあ

い,貢 納 を強制 された。当時奴隷貿易 も盛んであ り,人 狩 にあい,ビ ザ ンツ帝国や アラブ帝国に

奴隷 として売 られるスラヴ人 も多か った。 しかし,い まだ氏族共同体 の発展段 階にとどまってい

た 〈森の民〉のスラヴ人は,遊 牧 国家の暴力に立ち向か うすべが なかった。
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8世 紀中頃か ら,ル ーシの社会組織形態 に変化が発生 した。その原因は,第 一一に,南 部 の耕作

農業 の発達,在 来の焼畑農業や河川 ・林 間諸産業の発達,牧 畜の発達 と騎乗技術 の習得 であ り,

第二に,遊 牧民の民族移動や彼 らとの抗争である。ルーシの氏族共同体 は次第 に解体 し,村 落共

同体 が発達 した。私有財産の蓄積が行 なわれ,政 治や軍事に関心を もつ豊かな階級が現れた。 ビ

ザ ンツや遊牧民 との対立,ス ラヴ諸部族間の抗争 と統合の過程で,有 力な部族,部 族連合が登場

した。か くして原初 的な都市国家建設 の諸条件が成熟 してきた。

『原初年代記』によれば,ま さにこのような時期 に,リ ュー リク(?-879)が 招 かれ,北 の都

市国家 ノヴゴロ ドの公に就任 したのである。彼の死後,一 族 のオレー グ(?-912)が ノヴ ゴロ ド

公 とな り,遺 児イーゴリ(?-945)と ともに南下 して882年 にキエ フに入城 し,キ エ フ大公 を名

の り,ス ラヴ諸族 を支配下においた。か くして北の ノヴゴロ ドと南のキエ フ,つ まり全ルーシを

治 めるキエ フ ・ルー シが誕生 した。 オレーグの死後,イ ー ゴリが大公位 につ き,カ フカース遠

征,ビ ザ ンツ遠征 を行い,ま た遊牧民ペチェネグと戦った。イー ゴリは,貢 税 の追加徴収 をめ ぐ

る紛争が原因で殺 された。息子のスヴャ トスラフ(?-972)は,バ ザールやブルガリアへ の遠征

を繰 り返 し,東 はヴォルガ河 口か ら西は ドナウ平原にいたる地域 を支 配 した。ス ヴャ トス ラフ

は,ブ ルガ リア遠征か らの帰途,対 立する遊牧民ペチ ェネグの待 ち伏せ にあい,殺 された。その

子 の聖 ウラジー ミル大公(955頃 一1015)は,ビ ザ ンツのキ リス ト教(正 教)を 国家宗教 として受

容 し,ビ ザ ンツ皇帝の妹 と結婚 した。彼か ら孫 のヤ ロス ラフ賢公(978頃 一1054)の 時代 が キエ

フ ・ルーシの最盛期 であった。

スラヴ族 と宗教の関係であるが,彼 らは宗教的にみて三つ に分かれた。東ス ラヴ族 と南スラヴ

族は,主 としてキリス ト教 の正教 を受容 し,西 ス ラヴ族は,主 としてローマの カ トリック教 を受

容 した。 しか し,バ ルカ ン半島 に居住す る南ス ラヴ族 は,15世 紀以降長 ら くイス ラム国家 オス

マ ン トル コの支配下 におかれた ため,イ ス ラム教 に帰依す る者 も多 く,た とえば旧ユ ー ゴス ラ

ヴ ィアには,正 教徒,カ トリック教徒,イ スラム教徒が暮 らしている・1991年 以後 のユ ー ゴス

ラヴィアの解体過程で,内 戦が起 こ り,宗 教問題 もか らんで,民 族浄化 の名の もとに,血 で血 を

洗 う悲劇が起 きたことは記憶 に新 しい。東スラヴ族 に属す るルーシは,ビ ザ ンツか らキ リス ト教

の正教 を受容 し,ギ リシア文字 をもとに作 られた グラゴール文字(キ リル文字,今 日のロシァ文字)

を習得 した。 こうしてルー シは,宗 教だけでな く,文 学 ・美術 ・法律 ・制度などにおいて もビザ

ンツ文化の影響 を強 く受 け,15世 紀の ビザ ンッ帝国の滅亡後 は,正 教世界の総本山 として,〈 モ

スクワ=第 三の ローマ〉を自負す るようになった。

キエフ ・ル ーシの社会 と経済

旧ソ連史学は,「 ロシアでは,共 同体制度が解体す る過程で家父長的奴隷制が発生 した。 しか

し社会の発展 は,こ こでは基本的に奴隷制へ の道 をたどらないで,封 建制へ の道をすす んだ。…

…ロシアでは,原 始共同体 制度か ら封建制へ の移行は,ヨ ーロッパ諸国で奴隷制度が とうの昔 に

没落 して,封 建的関係がかたまった時代に起 こった」 と述べ,ロ シア封建制の時代 は,キ エ フ ・
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ルー シ建国の 「9世紀か ら1861年 の農奴解放 の ときまで」 としている(ソ 連科学アカデミー経済研

究所r経 済学教科書』1954.邦訳,合 同出版社,1955)。 またソ連の歴 史家 は,「 あ らゆる民族が社会発

展のすべての段 階を通 って きたわけではない」 とい う点で意見が一致 していた。 したがって,東

ス ラヴ族 は,奴 隷制社会 を飛 び越 えて,「① 原始共同体(採 集狩猟社会)→ ②封建制社会 儂 業社

会)」 とい う発展 を したのである。ではキエ フ ・ルーシはいかなる種類の封建制社会であったの

か。

キエ フ ・ルーシは,キ エ フ大公 の宗主権お よび貢税徴収権 を認め る諸公国のゆるやかな連合体

であった。国庫収入 の財源 は,① 貢税,② 関税,③ 罰金,④ 奴隷の売却代金であった。貢税 は毛

皮 など現物で 〈森の民〉に課せ られ,関 税 は河川交易路 を利用す る商人か ら徴収 された。軍事組

織 は,① 従士隊,② 徴兵隊,③ 傭兵(騎 馬遊牧民)の 三部構 成で あった。ルー シの社 会は身分制

社会であ り,公 とその一族の下に貴族がお り,貴 族層の下 には自由農民 と不 自由民(半 奴隷,年

季奉公人,解 放奴隷,奴 隷)が いた。

ルーシの基礎的な生活単位 は,家 父長制家族(4-5人)で あ り,丸 太小屋 に住み,3-5戸 ほ ど

で集落をつ くり,そ の ような集落が集 まって氏族社会を形成 していた。家長たちが氏族集会 を組

織 し,慣 習 によ り共 同体の生活 を規制 していた。森林 お よび森林 ステ ップに住 む 〈森の民〉の

ルーシは,伐 採焼畑農業や狩猟,牧 畜や養蜂,林 業や漁業に従事 して暮 らしをたてていた。キエ

フ公は,毎 年11月 になると従十 隊 を引 き連 れ,〈 森の民〉が住 む河川 ・湖沼沿い に集落 を巡 回

し,さ まざまな産物 穀物,馬 ・羊な どの家畜,テ ン ・狐の毛皮,海 狸の獣皮,蜂 蜜,蜜 蝋 な

ど を貢税 として徴収 しなが ら冬 を過 した。4月 にな りドニエプル川 の氷が とける と,公 はこ

れ らの貢物 を船に積 んでキエ フに帰 った。6月 になる と,毛 皮 ・蜂蜜 ・蜜蝋 な どや奴隷(戦 争捕

虜)を 船に積 んで船団を組み,ド ニエプル川 を下 り,黒 海をへてビザ ンツ帝 国の首都 コンス タン

ティノ0プ ル まで行 った。 ビザ ンッか らは,ブ ドウ酒 ・香料 ・武器 ・道具 ・宝石細工 ・織物 ・書

物 ・聖像 などを もち帰 った。すなわちルー シの一次産品 とビザ ンツの手工業製品 とが交換 される

〈垂直貿易〉が行 なわれた。

ロシアの歴史 において,河 川は重要 な役割 を果 た した。北流 してバ ル ト海 に注 ぐ川,南 流 して

アゾフ海,黒 海,カ ス ピ海に流 れ込む川。広大な ロシアの大地を貫流す る川は,「 ヒ ト・モ ノ ・

カネ ・情報」 を運び,古 来ルーシの通商 ・植民 のルー トになった。船団 を組む商人か ら徴収する

関税 樋 行税)は,国 庫 の主要 な財源 であ った。数多 くある川の なかで,ヴ ォルガ川 と ドニエ プ

ル川は特別の川であった。 ロシア人は昔か ら,こ の二つの川の ことを,親 愛の情 をこめて 〈母 な

るヴォルガ川〉,〈父なる ドニエ プル川〉 と呼び,詩 に詠んできた。治安が乱 れて,ヴ ォルガ川や

ドニエプル川が利用で きな くなったとき,ロ シアは衰退 した。商船が しきりに往 来 し,船 曳人足

たちの歌声が聞こえた とき,ロ シアは繁栄 した。ルー シの首都 キエ フは,バ ル ト海 と黒海 ・地 中

海 とをつな ぐドニエプル川中流域の河畔都市であ り,経 済的 にも文化的 にもきわめて重要な軍事

要塞都市であった。『原初年代記』は}〈 ヴァリャーグか らギ リシアへの道〉 につ いて述べてい る
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が,そ れはまさに ドニエプル水系の ことを指 していた。

9世 紀半ばか ら13世 紀初め まで,ロ シアの政治 ・経済 ・文化の中心 はキエ フにあった。9-10

世紀 の キエ フ ・ルー シは,貢 税 の徴収 を土台 とす る 〈貢税 制〉国家 であ った。11-12世 紀初

め,キ エ フ大公 の力 は弱 ま り,諸 公国 は次 第 に 自立 し,領 地 の世襲制 が始 まった。12-13世

紀,キ エフ ・ルー シは四分五裂状態にな り,世 襲領地制 を中心 とする 〈分領制〉が国家の基本形

態 になった。公 国の数は,12世 紀中頃には15力 国,13世 紀初めには50力 国に増加 した。キエ

フ大公の権威 はまった く失われ,分 領諸公国間の対立が激化 し,戦 争す ら起 こった。ルーシの内

紛 にビザ ンツ帝国や遊牧国家ペチ ェネグ,ポ ロヴェッが しきりに介入 した。

この ような状況の もとで,1240年,モ ンゴル軍のキエフ総攻撃があ り,キ エ フは陥落 し・徹

底 的に破壊 された。キエフの滅亡後,ロ シアの中心 は,キ プチャク汗 国の首都 サ ライは別 とし
ル 　 シ ロ シ ヤ

て,キ エ フか らモ ス ク ワ に移 り,ま た15世 紀 以後,〈PyCL>に 代 わ り 〈POCCHA>と い

う言 葉 が使 用 され る よ うに な った。15-16世 紀,モ ス ク ワ を中心 とす る中央 集 権 国家 が つ く ら

れ,〈 封 地 制 〉 が 成 立 し た。 モ ス ク ワ 大 公(ッ ァー リ)は,側 近 や 従 臣 を 任 意 の 土 地 に

績OMeチWaT重,封 ず る〉 よ うにな っ た。 す な わ ち,軍 役 に服 す る こ とを条件 に,封 地 と農

民 を彼 ら貴族に与える 〈農奴制〉が成立 した。
エ ル フ ノヴ

農民の在 り方 も変化 した。キエ フ ・ルー シの時代,BePBLと 呼 ばれる村落共同体があ り,

十地は共同体の所有であった。 しか し,個 々の家族による耕作地の私有が始 まった。土地の私 的

所 有 の発 展 に ともない,共 同体 は次 第 に解 体 し始 めた。首 長 や長 老 が土 地 を奪 い とった・
ボ ヤ 　 レ

ざ㎡e㌔rAと 呼ばれる農民は,初 めは 自由な農民で あったが,後 に60Ape(世 襲貴族)に 隷

属する者が現れた。地主に金 を借 り,返 済で きな くなって土地 を失 い,隷 属 農民 に なる者が多

かった。〈分領制〉 の時代,公 の世襲分領地の耕作 は奴隷(戦 争捕虜奴識 債務奴隷)が 行 なった・

〈封地制〉の時代,封 地の耕作 は農民が行 なった。農民 は まだ,地 主 と土地に完全 に縛 りつけ ら

れていなかった。す なわち,あ る地主か ら別の地主の もとに移 る権利 をもっていた。 しか し,!6

世紀末,国 家 はこの権利 を農民か らとりあげた。農民は,地 主の土地 に完全 に縛 りつ けられて,

農奴 に転落 し,ロ シアに 〈農奴制〉が成立 した。農奴は,領 主に人身的 に隷属 し,領 主の直営地

で賦役労働 に従事 した。旧 ソ連 史学 は,封 建制の概念 を広 くとり,〈貢税制〉,〈分領制〉,〈封地

制〉,〈農奴制〉 をすべてロシア封建制に含めている。

モンゴル帝国のロシア征服

キエ フ ・ルーシが分裂状態 にあった13世 紀初め,遠 くア ジアのモ ンゴル高原で,チ ンギス汗

(1162頃 一1227)と い う,ス テ ップの遊牧民が生んだ英雄が活動 していた。彼 はモ ンゴル系お よび

トル コ系遊牧民の諸部族 を統一 して,モ ンゴル大帝国 を建設す るために,遠 征 につ ぐ遠征 を行

なっていた。チ ンギス汗の死後,後 継者 のオ ゴタイ汗(1186-1241)は,1235年 ・カラコルムに

クリル タイを招集 し,中 国 ・ペ ルシア ・ロシアの三方面 に軍を進めることを決定 した。

ロシア遠征軍 の総司令官 は,チ ンギス汗の孫バ トゥ(1207-55)で あ った。バ トゥは,途 中 ト
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ル コ系 騎 馬 軍 団 を加 えつ つ 〈ス テ ップの 道〉 を進 み,1236年 に まず ヴ ォ ル ガ ・ブ ル ガ ー ル を攻

略 し,翌37年 には リャザ ン公 国 な どルー シ諸公 国 を征 服 した。38年 に は ウ ラジ ー一ミル大公 国 を

征 服 し,大 公 を戦 死 させ た。40年 に は由緒 あ る都 市 キ エ フ も陥 落 し,徹 底 的 に 破壊 され た。41

年,バ トゥの 軍勢 は さ らに西 進 して,ポ ー ラ ン ド ・ドイ ッ ・ハ ンガ リー に攻 め入 っ た。 モ ンゴル

軍 の戦法 は,「 降伏 せ よ,さ もな けれ ば繊 滅 」 で あ り,略 奪 ・破 壊 の か ぎ りを尽 くし,一 般 市 民

も容 赦 な く殺 害 した。 ヨー ロ ッパ に今 日 も根 強 く残 る 〈黄禍 論〉 の起 原 は,こ の と きのモ ン ゴル

軍 との戦 争 にあ る。

バ トゥは,1242年,オ ゴ タイ汗 死 去 の 知 らせ を受 け ,ヨ ー一ロ ッパ か ら軍 を 引 き返 した。 す で

に ス テ ップ も尽 きて お り,よ い 放 牧地 の ない 森林 ヨー ロ ッパ は,モ ン ゴル 軍 に と って魅 力 が な

か った。 バ トゥは帰 国 の途 中,ヴ ォル ガ川下 流 の サ ライ を都 とす る ジ ュチ ・ウルス,す なわ ちキ

プチ ャ ク汗 国(1243-1502)を 建 国 した 。 この 国は最 初 モ ンゴ ル帝 国の 一一部 で あ っ た が,後 に独

立 国 に なっ た。 そ の版 図 は,東 はイ ル トィシ川 か ら西 は ドナ ウ川 まで,北 は ノヴ ゴ ロ ドか ら南 は

ク リ ミアお よび カフ カース までで あ った。 この 国 のすべ ての権 力 は汗 に集 中 し,汗 は軍 隊 の最 高

司令 官 で あ る と同時 に行 政 ・司法 の長 で もあ っ た。 いか なる こ と も汗 の許 可 な しで は行 な うこ と

が で きなか った。 同時代 の ロ シ アの 『年代 記 』 は,汗 の こ とを ツ ァー リ と呼 んで い る。

バ トゥは,広 大 なキ プチ ャク汗 国 を支配 す る ため に ,全 国 をい くつ か に分 け,そ の行政 を一族

の もの にゆだ ね た。 支配 形態 は,柔 軟 かつ 多彩 であ っ た。汗 の 直轄 地 もあ り,ノ ヴゴ ロ ドの よ う

な 自治 都 市(た だし貢税支払義務 を負 う)に 近 い もの もあ っ た。汗 は最 初,ル ー シ に対 して は ダ ル

ガチ(総 督)や バ ス カ ク(司 政官)を 配 置 し,戸 ロ調査 ・駅 伝 ・徴 税 ・徴 兵 等 を遂 行 したが ,後 に

この仕事 はル ー シの公 に委託 され た。 ルー シの統 治 は,汗 に忠 誠 を誓 うル ー シ諸 公 にゆ だね られ

た ので あ る。1243年,バ トゥは,ウ ラ ジー ミル大 公 ヤ ロス ラ フ を ルー シ諸 公 国 の長 に任 命 し,

彼 の死 後 は そ の子 ア レクサ ン ドル ・ネ フ ス キー(1220頃 一63)を そ の地 位 に つ け た。 ル ー シの 民

に対 して 間接 支 配 を した理 由の一 つ は,遊 牧 民 の モ ンゴル に とって,寒 冷 な森林 地 帯 に わ ざわ ざ

移 住 して,ル ー シを直接 統 治す るほ どの魅 力 や利 益 が なか ったか らであ る。

<タ タール の くび き>

TaTaPbl(タ タール)と は誰 か 。Kro(く びき)と は何 か。 タ ター ル とは,キ プチ ャ ク汗

国 の支 配 者 であ る モ ン ゴル人や トル コ系 の人 間 とそ の末 喬 を指 した。 くび きとは,車 を引 く牛馬

の 首 の う しろ にか け る横 木 の ことで あ り,転 じて 「自由 を束縛 す る もの」,「 圧 政 」 を意味 した。

ロ シ ア は,1240年 か ら1480年 まで の 間,モ ンゴ ル の支 配 を受 け た。 こ の240年 間 を ロ シ ア人

タ タ 　 ノレ ス コ エ イ 　 ゴ

は,〈TaTaPCKoeHro,タ タ0ル の くび き〉の時代 と呼んだのであ る。 ロシア人が

「くび き」 と呼ぶのは,こ の時代 を不幸 な時代 と捉 えていたか らである。旧ソ連 のあ る経済史家

は,「 くびき」 につ いて次の ように述べている。モ ンゴルの支配は,ロ シアの都市 と手工業 に壊

滅的打撃 を与 えた。キエ フ時代 に西欧諸国の水準に並んでいたロシア手工業 は,モ ンゴルの侵入

に よって一瞬のうちに衰退 して しまった。モ ンゴルの支配は,「 西欧の諸国が急速に発展 し始め
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た ときに,ロ シアの文化の発達を150-200年 間はばんだ」。 ロシアの後進性 の原因は,ひ とえに

〈タタ0ル の くび き〉のゆえであ る(田 中陽児他 『ロシア史』1,山川出版社,1995)。

モンゴルとその時代 を語 るとき,野 蛮 ・暴力 ・破壊 ・殺数 ・残酷 ・圧政 などという否定的用語

が総動員 されて きた。 これ らの用語はすべて,被 害者側=ロ シア側 の ものであ り,記 録や伝承は

圧倒的に被害者側 の ものが多い。一例 をあげれば,13世 紀の ル0シ の年代記 『バ トゥの リャザ

ン襲撃の物語』がそ うである。「タタール勢 は町のなかで,あ またの住 民 を女子供 にいたる まで

剣で切 り殺 し,あ る者は川でおぼれさせ,僧 侶 と修道士 をひとりもあまさず切 り尽 くして,町 全

体 を焼 きは らった。 またあ りとあ らゆるリャザ ンの富,名 高い財宝 を奪い と り,キ ーエフやチェ

ルニーゴフの縁者 たちを捕虜に した。かずかずの神の聖堂は打ち こぼたれ,聖 なる祭壇 のなかで

多 くの血が流 された。町のなかにはひと りとして生 き残 った者が なか った」(外川継男rロ シァと

ソ連邦』講談社学術文庫,1991)。

加害者のモ ンゴル側は,こ の ときのことを何 も語っていない。加害者 と被害者 という立場の相

違 は別 として,一 般 に遊牧民には自分 たちの記録 を残す とい う習慣 はなく,モ ンゴルの場合 も例

外 ではない。 しか もチ ンギス汗やバ トゥの時代,モ ンゴルは,他 のすべての遊牧民 と同 じく,文

字 をもっていなか った。モ ンゴル帝国の分邦 イル汗国の政治家 ラシー ド ・ウッデ ィー ン(1247-

1318)は,ペ ルシア語でモ ンゴル帝国の歴 史書 『集史』を残 しているが,そ れは例外である。

モスクワ大公 国が頭角 を現 して,1480年 にキプチ ャク汗国の支配を脱 し,や がて はその継承

国家 で あ るカザ ン汗 国(1437-1552),ア ス トラハ ン汗 国(1466-1556),ク リ ミア汗 国(1430-

1783)な どを滅 ぼ し,逆 にロシア人が タタールを支配する ようにな った。そ してロシア人の間に

〈タタールの くびき〉伝説が登場 したのである。 しか し,ロ シア人側 の主張 には問題点が多い。

彼 らは,か つてルーシを支配 したキプチ ャク汗 国の歴史について,モ ンゴル人やそ の子孫 の タ

タールについて,ロ シア愛国主義 とい う偏 った立場か ら研 究 した。 タタール人は反論 を許 され

ず,沈 黙 を強いられてきた。その間の事情 は,ロ シア帝 国時代 も,ソ 連邦時代 も同 じである。

1991年 にソ連邦が崩壊 して,国 際法上はロシア連邦 と対等 な トルコ系 ムスリムの国家(カ ザフ

スタン,ウ ズベキスタン,キ ルギス,ト ゥルクメニスタン,ア ゼルバイジャン)と,イ ラン系 ムス リムの

国家(タ ジキスタン)が 中央アジアや カフカースに生 まれた。新生 ロシア連邦内で も主 と して タ

タール人が住む タタールス タンの地位が 向上 した。旧ソ連邦のムス リムや タタール人は初めて,

モ ンゴル帝国史,キ プチ ャク汗国史,ム スリムお よびタタール人の歴史 を自主的かつ主体的に研

究す る政治 的条件 を獲得 した。彼 らの研 究が前進 し,新 しい知見 が生 まれ,〈 タタールの くび

き〉伝説や タタール野蛮説が是正 され るこ とを期待 したい。 タタールか らみたロシア史,さ らに

は遊牧民か らみたユ ーラシア史を提示する必要がある。彼 らが残 した歴史記録 はきわめて少 ない

ため,そ の歴 史研究 は困難 をきわめるが,若 い世代の研究者諸君の奮起 を望みたい。参考までに

付記すれ ば,日 本 に岡田英弘(1931-)と い う歴史家がお り,彼 は移動民=遊 牧民 が 「世界史」

を創 り,遊 牧民のモ ンゴル帝国が は じめて 「世界」 を創 った,と 彼 ら遊牧民の事業 を高 く評価 し
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ている(岡 田英弘 『世界史の誕生』ちくま文庫,1999)。

モ ンゴル帝 国は重商主義国家であった

モ ンゴル帝 国は,東 は中国の東北部か ら西 はロシア,ア ナ トリア,東 地中海沿岸 に至 るユーラ

シア大陸の大半 を支配 した大帝国である。規模か ら言えば,ロ ーマ帝国の数十倍 もある史上最大

の帝 国で あ り,宗 家 の大 汗が支 配す る大 元 ウルス(元 朝,モ ンゴルおよび中国)と,オ ゴタイ ・

チ ャガ タイ ・キプチ ャク ・イルの4汗 国か ら構成 された。 このような大帝国 を建設 し,運 営 した

者たちが,無 知蒙昧の野蛮人,冷 酷無比 の殺人征であるはずが ない。 もともと少数のモ ンゴル人

は,帝 国を運営するために,多 数派 の漢族や トルコ系,イ ラン系,ス ラヴ系 な どの住民の協力 を

えなければならなか った。た とえばバ トゥは,ト ル コ系のキプチ ャク族を 〈ジュチ ・ウルス〉に

迎えいれ,自 分たちの仲間に している。 また各種の才能 に秀でた人材 を抜擢 し,活 用 しなければ

ならなかったが,そ のさい,人 種 ・母語 ・宗教 ・習慣 を問題 にするようなことはなかった。

モ ンゴル帝国は,ユ ーラシア大陸に超大型の国際経済圏を建設 した。 国家理念は,商 業立国す

なわち 〈重商主義〉であ り,そ の実現のために,次 の三つの制度の整備 に努 めた。その第一は,

交通制度 の整備である。陸上交通では 〈オァシスの道〉に駅伝制 度(ジ ャムチ)を 導入 した。す

なわち,10里 ごとに宿駅 を設け,人 馬 ・食糧 を供給 し,隊 商が無事 安全 に旅行で きるように し

た。 この駅伝制度 を利用 して,ヴ ェネ ッィァの商人マ ルコ ・ポー ロ(1254-1324)は,モ ンゴル

帝 国の首都 大都(現 在の北京)を 訪 れたので ある。海上交通 で は,大 都 と天津 とを水路 でつ な

ぎ,海 の玄 関口 とした。 こう して大都 は,中 国南部沿岸 の海港都市(杭 州 ・福州 ・泉州 ・広州)と

つ なが り,さ らに 〈海の道〉 を通 じて東南アジアや イン ド,西 アジアの支邦 イル汗国 との交易が

可能 になった。モ ンゴル政府 は,中 国在住 のムス リムの海洋商業勢力 と友好関係 を結び,彼 らの

能力 と資本を活用 して海上貿易 の拡大 に努めた。貨物 の輸送 コス トはz海 運のほ うが陸運 より圧

倒的 に安価 であ った。なお この 〈海の道〉 は,皇 帝 クビライ(1215-94)の 客人 として16年 間 を

中国で過 したマル コ ・ポー ロが帰国 に さい して用 いたルー トであ る(マ ルコ・ポーロ 「世界の記

述』13世 紀末.邦 訳,「完訳 東方見聞録」全2冊,平 凡社,2000)。

また貿易振興策の一つ として,モ ンゴル帝国は 「交通税」 を全廃 した。それまでユー ラシア各

地の在地権力 は,都 市 ・港湾 ・渡津 ・関所 を通過す るたびに隊商 や船団か ら 「交通税」 を徴収

し,そ の額は馬鹿 にならず,遠 隔地交易 の発展 を妨げていた。当時 アジア各地 において,麦 ・

米 ・茶 ・砂糖 ・果実,馬,香 辛料,絹 布 ・綿布 ・絨毯,染 料,陶 磁器 ・ガラス器 ・漆器,紙,道

具 ・武器,火 薬,金 銀細工 品などが産出され,〈 オアシスの道〉や 〈海 の道〉を通 じて取引 され

ていたが,モ ンゴル帝国はその振興 をはかったのである。

第二に,貨 幣制度を整備 し,銀 本位制 を採用 した。イラ ン系や トル コ系商人が活躍 していた内

陸アジアのステ ップ地帯では,古 くか ら貨幣 として銀が使用 されていた。モ ンゴル帝国は,こ の

銀 を公式 通貨 に した。銀の地 金約4グ ラム(漢 語では銭),約40グ ラム(両),約2キ ロ グラ ム

(錠)と い う3段 階の秤量単位 を定め,徴 税 や商取 引,価 値計算 に用 いた。ロ シアが銀通貨 圏 に
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入ったの は,モ ンゴル帝国の支配時代である。大元ウルスで は,銀 の補助貨幣 として,交 紗 とい

う紙幣を発行 し,ま た後述する 〈塩引〉 を使用 した。銀 と 〈塩引〉は,大 型取引の決済に使用 さ

れた。

第三 に,租 税制度。た とえば大元 ウルスでは,貨 幣歳入 の80%は 〈塩 引〉 と呼ばれる塩 の引

換券の販売代金であ り,10-15%が 〈タムガ税〉 と呼ばれる商税 であった。 〈塩引〉 とは,国 営

製塩場か ら指定業者が塩を受け とるさいの引換証の ことである。モ ンゴル政府 は,中 国歴代王朝

のや り方を踏襲 し,塩 の生産 ・販売 を独 占し,主 要 な歳入源に した。銀 を支払い 〈塩引〉 を入手

した者 は,た だちにこれを塩 と交換 しな くて もよ く,一 般 的な取 引や決済 に用 い ることがで き

た。 〈塩引〉は,銀 本位制 の もとで 〈見換紙幣〉の役割 を果た しs現 物の塩 によって も価値 を保

証 された優れ ものであった。 〈塩 引〉 は,大 規模な経済活動 に従事す る人 々に広 く歓迎 された。

市場 を流通する く塩引〉 は,い つかは現物の塩 と交換 されるが,そ の さい塩 を入手 した販売業者

は,塩 を消 費者 に売 却 したあ と,売 却代 金 の約3%を 商税 と して納付 した。今 日流 に言 え

ば,3%の 〈消費税〉 とい うことになる。塩 に限 らず,商 品全般 について,売 上の30分 の1,す

なわち約3%の 商税 が課せ られた。

バ トゥの ロシア遠征 軍のなかで,モ ンゴル人はわずか4000人 にす ぎなか った。バ トゥは,キ

プチャク族 などの トルコ系諸族 を 「準モ ンゴル」 として 〈ジュチ ・ウルス〉 に迎 えいれ,大 勢力

にしていった。 キプチャク汗国の建国後 は,イ ラン系ムスリム商業勢力 と トルコ系 ウイグル商人

団,そ の国際商業組織のオル トクを活用 した。 この両群の商人団は,情 報の収集,資 金 ・物 資の

調達な どでモ ンゴル軍の作戦 を支え,建 国後 は,徴 税 ・財務は もとより,と きには行政の一部 も

代行 した。

モ ンゴル帝国が採用 した重商主義政策は,ム ス リム商業勢力の商圏 ・商機の拡大 をうなが し,

彼 らの歓迎す るところであった。大元 ウルスの実例であるが,皇 帝 クビライは,オ ル トクの有力

者や 関係者 を経済部門の官僚 に抜擢 し,大 規模 なプロ ジェ ク トの企画 ・立案 ・実行 にあた らせ

た。 クビライ政権 が推進 した各種の国家事業 は,オ ル トクに致富の機会を与 えた。彼 らは競 って

事業 を請負い,実 際の施行 にあたっては中心 とな り,ク ビライの国家建設事業に協力 した(杉 山

正明 『遊牧民から見た世界史』日本経済新聞社s1997)。

英逼 をもって知 られるバ トゥが建国 したキプチ ャク汗国において も,大 元 ウルスの場合 と同 じ

く,重 商主義政策が採用 され,イ ラン系 ムス リム商業勢 力やオル トクが重用 され た・キエ フ ・

ルー シが滅 びてキプチ ャク汗 国の時代,二 つのルー トを通 じて外 国との通商が行なわれた。第一

のルー トは東方お よび南方 との交易である。キエ フ時代の ドニエプル水系 に代わ りヴ ォルガ水系

が主 な通商路 として栄 えた。この水系 はカス ピ海 ・黒海 につなが り,〈オアシスの道〉 を経由 し

て東方の中央 アジアやイ ン ド・中国,南 方の西アジァやエ ジプ トと結ばれていた。第二のル0ト

は北西方面 との交易であ り,ノ ヴゴロ ドが重要な役割 を果た した。 ロシア産 の毛皮 や蜜蝋 ・蜂

蜜,東 方の絹織物 ・綿織物,絨 毯,香 料,真 珠 ・宝石 などの商品がキプチャク汗 国の首都 サライ
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に集 まり,国 内外 の各地 に運ばれ,販 売 されたが,商 業都市ノヴゴロ ドは,古 くか らバ ル ト海経

由で西欧 とつながってお り,ル ーシ諸地方 と西欧 とを結ぶ中継貿易地であった。 ロシアの最 も重

要 な輸 出品は毛皮 であ り,ノ ヴゴロ ドでハ ンザ商人はロシア産の毛皮 を買いつけた。

外 国 との交易,と りわけ東方お よび南方 との交易で,運 ばれ て きたの は貨物 だけではなかっ
ハ ザ 　 ル ヤ ム

た。先 進 的 な イス ラム経 済 圏 の言語 で あ るペ ル シ ア語 や トル コ語 か ら,6a3ap(市 場),RM
タ ヴ ァ 　 ル カ ズ ナ 　 カ バ ラ 　

(駅 ・宿場),ToBap(商 品),Ka3Ha(金 銭 ・国庫),Ka6apa(債 務契約)な どの 経 済

用語 が ロ シア語 に入 り,定 着 して い った。 アジ アが主 体 の 当時 の世 界経 済 の在 り方 を考 え るな ら

ば,キ プチ ャ ク汗 国 の支 配 時代 の ロ シ アを 〈タター ルの くび き〉 の一言 で 片づ けて しま うの は,

あ ま りに も短絡 的 で あ り,一 面 的で あ る。 キ プチ ャク汗 国 の政 治 お よび経 済 の研 究 の 前進 を期待

したい 。

モス ク ワ大公 国 の発展

北 東 ロ シ アの ウ ラジー ミル大公 国 は,キ エ フ大公 国に代 わる全 ロ シアの宗 主 で あ る こ とを主張

し,キ プチ ャク汗 もこれ を認 め た。 モ ス ク ワは最初,こ の ウ ラジー ミル大公 国 の前 身 であ る ス ー

ズ ダ リ公 国 の なか の一 寒村 にす ぎなか っ たが,12世 紀 半 ば に城 壁 を もつ 町 に な り,1271年 に分

領 公 国 に なった 。 モス クワ公 国 は,キ プチ ャク汗 国の絶 対 的支 配 の も とで,巧 み に,ウ ラ ジー ミ

ル,ロ ス トフ,ト ヴ ェー リな どの 有力 な公 国 と指 導権 を争 い,徐 々 に勢力 を拡 大 して い った。 ウ

ラ ジー ミル大 公 ア レクサ ン ドル ・ネ フス キ ー(1220-63)の 孫 に あ た る無 官 の ユ ー リー は,キ プ

チ ャ ク汗 の妹 と結 婚 し,1317年 つ い に念 願 の ウ ラジー ミル大 公 位 を手 に入 れ た。 ユ ー リー の 弟

イ ヴ ァ ン1世(在 位1325-40)も また1328年,ウ ラ ジー ミル大 公 位 の勅 許状 を入 手 し,ウ ラ ジー

ミル をモ ス ク ワ公 国 に併合 して,モ ス クワ大公 国 と称 す る こ とを許 され た。彼 は,キ エ フか ら ウ

ラ ジー ミル に移動 して いた正 教 会 の府 主教 座 をモ ス ク ワ に移 し,モ ス クワ を全 ロ シアの宗 教 的 中

心 にす る こ とに成 功 した。 イ ヴ ァ ン1世 の 孫 の モ ス ク ワ大 公 ドミ トリー ・ドンス コ イ(1350-

89)は,1380年 の ク リコヴ ォの戦 い で タター ルの大 軍 を破 り,不 敗 を誇 る タター ル に最 初 の一 撃

を与 えた。 モ ス ク ワ大 公 国 は,ド ミ トリー ・ドンス コ イの曾 孫 の イ ヴ ァン3世 の 時代 に,モ ンゴ

ルの 支 配 か ら脱 し,全 ロ シア に君 臨 す る こ とに なる。

イ ヴ ァ ン3世(1440-1505)は,キ プチ ャ ク汗 国 の 力 を冷 静 に測 り,汗 の勅 許 を得 ず にモ ス ク

ワ大 公 の 位 につ き,タ ター ル に貢物 も送 らなか っ た。1480年 に は キ プチ ャク汗 に対 す る忠 誠 を

拒 否 したが}タ ター ルの側 には これ を懲 罰す る力 が なか った。 ロ シア史 で は,イ ヴ ァ ン3世 が キ

プチ ャク汗 に対 す る忠 誠 を公 然 と拒 否 した1480年 を,ロ シ アが 〈タ ター ル の くび き〉か ら最 終

的 に解 放 され た 年 だ と して い る。 イ ヴ ァ ン3世 の 主 な 仕 事 は,「 ル ー シの 地 を集 め る」 こ とで

あっ た。彼 は,ノ ヴ ゴロ ドや トヴ ェー リ を併 合 し,ま た リ トアニ ア と戦 って スモ レ ンス ク,ポ ロ

ツ ク,チ ェルニ ゴフな どを獲 得 し,西 部 にそ の領 土 を拡 大 した。彼 は また,ビ ザ ン ッ最後 の皇帝

の姪 と結婚 し,ッ ァー リを称 し,ビ ザ ンッ皇 帝 の紋 章 「双 頭 の鷲 」 を使 用 した。 ツ ァー リ とは ,

ロー マ皇帝 の ラテ ン語 の称号 カエサ ルの ロ シア語 形 であ り,当 時 ルー シ では ビザ ンツ皇帝 とキ プ
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チ ャク汗のみに用い られていた称号である。

イヴ ァン3世 の孫 にあたるイヴァン4世(1530-84)は,歴 代 のモス クワ大 公の なかで初めて

正式に 「全 ロシアのツ ァー リ」 として即位 した。その性格の激 しさゆえに雷帝 と呼 ばれたイヴ ァ

ン4世 は,対 外 的 にはカザ ン汗 国 とアス トラハ ン汗 国を滅 ぼ し,ヴ ォル ガ水 系 を支配下 におい
ボ ヤ 　 L

た。内政面では,対 立す るルー シ諸公を倒 し,ま た60Apeと 呼ばれる門閥貴族 をツァー リに

奉仕す る家 臣に変 え,彼 らの世襲領地 をッァー リが家臣に貸与す る封 地 に変 えるこ とをめ ざ し

た。すべての貴族 は,そ の領地の規模に応 じて,一 定の兵や馬 を供出 し,軍 役につ くことが義務

づけ られた。貴族 は15歳 になる と国家 に奉仕 する義務が生 じ,そ れは死ぬ までつづ く。彼 の死

後,そ の領地 は,奉 仕 の義務 とともに息子たちに受け継 がれ る。 イヴァン4世 は,強 力 な中央集

権国家の樹立 をめざ し,ッ ァーリズムの基礎 を築いた君主であ る。

キプチ ャク汗国か らモス クワ大公 国の時代,引 きつづ きロシアの主要産業 は農業 であった。主

な農作物 はライ麦 とオー ト麦であったが,耕 作方法は粗放であ り,生 存可能な食糧 の確保がやっ

とであった。三圃制農法(耕 地を夏作地 ・冬作地 ・休閑地に3分 して輪作により地力維持をはかる農法,3

年周期で一巡)は 国の中央部で ようや く普及 しつつ あったが,森 林 地帯で は,従 前 と同 じく森 を

焼 き払 って耕地化 し,地 力が落 ちれば他所 に移った。基本的農具の黎 も,馬 一頭で牽 く,先 端に

鉄製の二本の刃 をつけただけの初歩的な ものであ り,土 壌 を深 く掘 り起 こす こ とはで きなかっ

た。

人 口の大部分 は農民であ り,農 民 は国有地,御 料地,領 主地(世 襲地あるいは封地〉,教 会 ・修

道院領地 などに属 していた。領主地に住 む農民は,国 税のほかに領主に地代 その他 の支払義務 を

負 っていた。農民 の負担 はいつの時代 も軽 くはなかったが,モ ス クワ大公国の発展期 にはとくに
オ ブ リ 　 チ ニ ナ

重 くな り,戦 争 と自然災害,OHPHqHHHaの っつ く16世 紀後 半には とりわけ過重であ っ

た。追いつめ られた農民の選択肢 は,逃 亡 しかなか った。負担が苛酷であった封地の農民は,生

活条件 のよい教会 ・修道院や貴族の領地 に逃げ込 むか,辺 境 あるいは国外 に逃 れて カザー クに

なった。国家 は,勤 務貴族(封 地)を 保護す るために,農 民 の移動の禁止,す なわち 〈農奴制〉

への道 を考えは じめた。

農民 のほかに貴族,聖 職者,都 市住民,奴 隷 がお り,ま た民族的 に も多様 であった。貴族 に
ク ニ ヤ 　 ジ ボ ヤ ヘ レ

は,KHR3も(公)に 次 ぐ身分 の世 襲 領地 を もつ と60Ape呼 ばれ る古 い タ イ プの 門 閥貴 族
ト ヴ ォ リ ャ 　 ネ

と,大 公か ら封地あるいは俸給を拝領 し,軍 役 などに従事するABOPRHe呼 ばれる新 しい タ

イプの勤務貴族 の二つがあった。 イヴァン4世 は,古 い門閥貴族の力 をそ ぎ,新 しい勤務貴族 を

登用 して,中 央集権 的な専制国家 を建設 した。

他民族の宗教 に対 してモ ンゴルは寛容であった。 ロシァで も教会 ・修道院は税 を免除され,土

地(土 地付属農民)や 財産は保護 された。諸公の贈与や寄進 によって,教 会 ・修道院 は広大な領地

を もった。教会 ・修道院が ロシア各地 に続 々とつ くられ,聖 職者 は宗教 的文化 的活動の 中心 に

なった。教会 ・修道院の経済的基礎 は,農 民による所領地の耕作であった。なお教会 ・修道院領
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地が国有地化 され るのは1764年 のことであ り,こ の措置でそ こに住 む100万 の男子農民 は国有

地農民 に編入 された。

宗教 におけるビザ ンツとロシアの関係 をみると,ロ シアの教会は,コ ンス タンティノープル総

主教座の管轄下 にあ り,府 主教 も多 くはビザ ンツか ら派遣 された。15世 紀初 め,ビ ザ ンツ帝 国

はアナ トリアやバルカン半島で勢力 を拡張す るオスマ ン トルコの脅威 に直面 した。 ビザ ンツ皇帝

は,ロ ーマ法王 と西欧 カ トリックの援助で トル コの脅威か ら逃れ ようとし,結 果的にはローマ教

会への吸収 をもた らす東西両教会の合同 を考 えていた。 ローマ教会への屈服は,正 教信仰への裏

切 りを意味 した。合 同に反対 して,ロ シァ主教会議 は,自 主的に自分たちの府主教 を選出 した。

このことを契機 にロシア教会 は,コ ンスタ ンテ ィノープルか ら事実上独 立 した。1453年 の ビザ

ンツ帝 国の滅亡は,背 教者 に対 して神の罰が下ったのである。 なおモス クワに総主教座が創設 さ

れるのは,1586年 の ことである。

貴族や聖職者 のほかに商人や手工業者 な どの都市住 民がいたが,総 人口に占める比率 は,18

世紀 末において も3-4%に す ぎなかった。当時 のモス ク ワの人 口は10-20万 人 とい われた
ポ サ 　 ド

が,商 工業者 は全住民 の13%程 度 と推 定 された。HocaA(商 工業地区)の 住民 と呼ばれる一

般 の商工業者 は,移 動の 自由が制限 され,租 税負担のため業界団体 に縛 りつけ られてお り,西 欧
ポ ロ 　 プ

で の よ う に ギ ル ドを 組 織 す る こ と もな か っ た。 そ の ほ か に,XOπoIIと 呼 ば れ る奴 隷 が お

り,16-17世 紀,全 人 口の10%以 上 を 占め てい た。彼 らは,各 種 所 領 地 に お い て耕 作 者,手 工

業 者,下 僕 の仕 事 を した。 主 と して逃 亡 農民 か ら成 る カザ ー ク は,ド ニ エ プル川,ド ン川,テ レ

ク川 な どの 方面 で大 集 団 を形 成 して い た。 モス ク ワ大公 国,そ の継 承 国家 ロ シア帝 国 の領 土拡 大

に と もない,そ の 版 図 に百 を越 える非 ロ シ ア民族(タ タール,バ シキール}チ ェチェン,朝 鮮,ブ リ

ャー ト,サ バ など)が 従属 民 族 と して含 まれ る よ うに なっ た。

ピ ョー トル 大 帝 とロシ ア帝 国

イ ヴ ァ ン4世(雷 帝)の 死 後14年 目の1598年 に,約700年 つ づ い た リュ ー一リ ク朝 は断 絶
ス ム 　 タ

し,し ば ら く政 治 的 社 会 的 なCMyTa(動 乱)が つ づ い た 後,1613年 に ロマ ノ ブ朝 が 成 立 し

た。約300年 つ づ い た ロマ ノ ブ朝 は多 くの 人材 を生 ん だが,も し人物 ロ シア史 を書 くとす れ ば,

ピ ョー トル1世(大 帝)は 逸 す る こ と の で きな い 人 物 の 一 人 で あ る。 ピ ョー トル1世(1627-

1725)は,強 力 な権 力 をて こに,強 大 な国家 を築 き,徴 兵 制 の 軍 隊 を強 化 し,バ ル ト海 に 臨 むネ

ヴ ァ河 口 に新 首 都 ペ テル ブ ル クを建 設 し,ロ シア の 「近 代化 ・西 欧化 」 に努 め,絶 対 王 政 を敷 い

た 君 主 で あ る。 彼 は,ス ウ ェー デ ン と の北 方 戦 争 に勝 利 し て ロ シ ア を ヨ ー ロ ッパ の 大 国 に
イ ン ペ ラ 　 ト ル ヴ ェ リ 　 キ 　

し,1721年 に はKMnepaToP(皇 帝)お よびBe∬HKK且(大 帝)の 称 号 を受 け,ロ シ

ア帝 国 の建 国者 にな った(土 肥恒之 『ピョー トル大帝 とその時代』中公新書,1992)。

ピ ョー トル大 帝 の時代,ロ シア には三 方 に敵対 す る国が あ っ た。南 の ク リ ミア汗 国お よび その

宗 主 国 オス マ ン トル コ帝 国,西 のポ ー ラ ン ド,北 のス ウェー デ ンで あ る。南 方 の敵 ク リ ミア汗 国

は,キ プチ ャク汗 国 の継 承 国家 であ る と称 して,ロ シァ に貢税 を納 め させ,ま た しば しばロ シア
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南部 の都 市 や 農村 を襲 撃 し,略 奪 や 誘拐 を繰 り返 した。 ク リ ミア汗 国が 所在 す る ア ゾ フ海 にそそ

ぐ ドン川 の河 口 に は,ロ シアが ア ゾ フ海 か ら黒 海 に進 出す る こ とを妨 げ るオス マ ン帝 国 のア ゾ フ

要塞 が あ った 。 陸軍 のみ で の第1次 ア ゾ フ遠征 に失 敗 した ピ ョー トル は,急 遽海 軍 を創 設 して再

遠征 を試 み,1696年 に はア ゾフ要 塞 を 占領 した。 しか し,ロ シ ァが トル コか ら黒 海 の 自 由航 行

権,ダ ー ダネル ス ・ボス ポ ラ ス海 峡 の通 行 権 を得 る の は,第1次 露 土 戦 争 に勝 利 後 の1774年 の

こ とで あ る。西 方 の敵 ポ ー ラ ン ドは,リ トア ニ ア=ポ ー ラ ン ド王 国(ヤ ギ ェウォ朝,1386-1572)

をつ く り,15-16世 紀 に は最盛 期 を迎 え,ロ シ ア と対 立 した。 この ポ0ラ ン ドも,17世 紀 半 ば

以 降,ボ グ ダ ン ・フメ リニ ツキ ー の乱(1648),ロ シア との 戦争(1654-67),ス ウ ェー デ ン との 戦

争(1655-60),オ スマ ン トル コ との戦 争(1672-76)で 国土 は荒廃 し,多 くの領十 とバ ル ト海交 易

の利 権 を失 って いた。 当時 デ ンマ ー ク もまた ス ウェ ーデ ンに痛 めつ け られ てい た ので,ピ ョー ト

ルの ロ シア は,こ の ポー ラ ン ドお よび デ ンマ ー ク と同盟 を結 び,北 方 の 敵 であ るバ ル ト海 の帝 国

ス ウ ェー デ ン と20年 も戦 い,い わ ゆ る北 方 戦 争(1700-21)に 勝 利 して,バ ル ト海 の 支 配 者 に

なっ たの であ る。

東 ア ジ ア と の 関係 をみ る と,ピ ョー トル は,砂 金 と毛 皮 を求 め て シベ リア 開 発 を押 しす す

め,1689年 に は中 国(清 朝)と ネ ルチ ンス ク条約 を結 び,両 国 の 国境 を画 定 し,中 国 と通 商 を行

な った。 彼 は 日本 につ い て も関心 をい だ き,1702年 に は 日本 の 漂 流 民 「伝 兵 衛 」 を引 見 し,日

本 の話 を聴 き,ロ シ アの 青 年 に 日本 語 を教 授 す る よ うに 命 じた。 ピ ョー トル は,ベ ー リ ン グ

(1681-1741,ロ シア海軍所属のデ ンマーク人)に 命 じて,ア ジ ア とア メ リカ とが 陸続 きで あ るか 否 か

を探 検 させ た が,彼 は大 帝死 後 の1728年 に 「ベ ー リン グ海 峡」 を確 認 し,1741年 には ア ラス カ

に到 達 して,同 地 を ロシ ア領 に した(1867年,720万 ドルでアメリカに売却)。

ピ ョー トル大帝(在 位1682-1725)の 治世,常 備 軍(歩 兵を主とする21万 の陸軍,新 設の海軍)を 維

持 し,戦 争 を遂行 す るため に,巨 額 の 資金 が入 り用 に な り,軍 事 費 は国家財 政 の3分 の2を 占め

る に至 った。 政府 は,各 種 の臨 時税 の ほか,渡 船場,橋,水 車,蜂 の巣 箱,馬 の水 飲場,内 風 呂

か ら人 間の髭 に い た る まで40種 以 上 の もの に税 をか け た。塩 ・火酒 ・石 炭 ・大黄 ・タバ コな ど

の専 売 権 を特 定 の商 人 に与 え,彼 らに利 益 の一 部 を上 納 させ た 。後述 す る人頭税 は,軍 事 費 に充

て られ,徴 兵 と結 びつ いて い た。 軍事 以外 の政 策 も戦 争 関連 の もの が多 く,大 砲 ・軍 船 ・軍服 ・

帆布 な どの軍 需 品 を生産 す るため に各種 の官営 マ ニ ュ フ ァクチ ュ アが設 立 された 。航 海学 校,海

軍兵 学 校,砲 術 学 校,医 術 学 校 な どが 開校 され た。

国 家 機 構iが 整 備 され,1708年 に は県 制 度,1711年 に は元 老 院,1719-21年 に は 参 議 会(外

務,陸 軍,海 軍,司 法,歳 入,歳 出,鉱 業,工 業,商 業など12の 政府行政機関)が 設 け られ た。1720-21

年 に は総 主教 座 を廃止 して宗 務 院 を設 置 し,国 庫 収入 を増 や す た め に教 会 ・修 道 院 領 を 国有 化

し,正 教 会 を皇 帝権 力 に従属 させ た。 貴族 は人頭税 を免 除 され たが,国 家へ の奉 仕 を義務 づ け ら

れ,15歳 か ら死 ぬ まで文 武 いず れ か の官 職 につ くこ とが 強 制 され た。1722年 に は武官 ・文 官 ・

宮 内官 につ いて14官 等 か らな る官等 表 が 制 定 され,昇 格 の基 準 が 決 め られ,貴 族 で ない ものが
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ボ ヤ 　 レ

貴 族 に なる道 が 開か れ た。 この よう な官 僚 制度 の 整備 に と もない,新 旧貴 族(60Apeと
ネド ヴ ナ リ ャ 　

ABOPRHe)の 区別は消滅 した。

1718-22年 に全国的な人ロ調査が行 なわれ たが,そ の 目的は,課 税 単位 を 「世帯」か ら 「人

間」に変 え,増 収をはかることであった。総人口は1570万 人,領 主地農民 儂 奴)を 主 とす る課

税対象人口は540万 人であ った。人頭税 は,人 口調査簿 に記載 されたすべての男子(赤 子から老

人まで)に 賦課 され,逃 亡農民や死亡農民 も20年 毎の人 口調査 で除籍 される まで,農 村 共同体
こ ル オ プ ン チ ナ

(MKpや06田HHa)の 連 帯 責任 で納 税 を求 め られ た。税 額 は,農 奴74カ ペ イ カ,国 有 地 農 民
ホn　 プ

お よび商工地区住民1ル ーブリ14カ ペイカであった。xo」Ion(奴 隷)も 農民 と同 じく人頭税

の課税対象 になったので,長 い歴史 をもつホロー プ制度 も終末を迎 えた。農奴か らの人頭税 の徴

収は領主の責任 とされたので,こ の調査のあ と農奴は領 主の許可(旅 券)が なけれ ば居住 地 を離

れ ることがで きな くなった。人頭税 と旅券制度の導入 により,領 主の農民支配力は よりいっそ う

強 まり,こ れ以後十地 と切 り離 して農奴の売買がで きるようにな り,ロ シアの農奴制 は奴隷制 と

たい して違 わない ものになった。人頭税 の徴収 は苛酷 をきわめ,そ のために農民の逃亡,一 揆 が

しきりに起 こった。

ロシアの村落共同体 と農奴制

ロシアの経済 は,キ エ フ ・ロシアの時代か ら1861年 の農奴解放 の頃 まで,狭 義 の農業が主要

な産業であ り,商 業 や手工業は副次 的な存在であ った。 自然経済(生 産物経済)が 主 であ り,商

品貨幣経済は従であった。指令経済が主であ り,市 場経済は従であった。農奴解放後,ロ シアの

工業化 は急 速に展 開 し}そ れに ともない農業社会(自 然経済)か ら工業社会(商 品貨幣経済)へ の

移行がみ られ,社 会経済的には,資 本主義が支配的なウクラー ドになった。 しか し,ロ シア資本

主義 は1917年 のロシア革命で一旦姿 を消 し,そ れ以後 〈社会主義〉の実験が70年 余 り行なわれ

たが,こ の実験 も1991年 の ソ連邦解体で中断 し,ロ シアは資本主義発展の道 に戻 った。 さてこ

こで問題 となるのは,キ エフ時代 か らモ ンゴル支配時代 をへてモス クワ大公 国時代,さ らにはロ

シア帝国時代 儂 奴解放以前)の ロシア社会の社 会経済的な性格 についてである。

ロシアにおいては,こ れ らの時期 をすべて封建制 とみなす見解が有力であるが,ロ シア封建制

儂 奴制)の 起原および性格 については,今 日なお さまざまな議論がある。 日本の西洋経済史学が

言 うところの封建制は,第 一に,村 落共同体 を基礎に してお り,農 民はいずれかの共 同体 に所属

して一定の土地 を占取 し,共 同体の一員 として生活する。商人や手工業者がつ くるギル ドも,村

落共同体の擬i制である。封建社会は,村 落共同体 またはその擬制集団 を細胞 とす る有機体 にたと

えるこ とがで きる。第二 に,封 建制は,土 地所有 にもとつ く領主 一農民関係 を基軸に してお り,

封建領 主は,小 農民の生産す る余剰 を地代(労 働地代,生 産物地代,貨 幣地代など)と して収取 す

る。租税や関税 など各種 の公租や商人の利潤 も封建地代の転化形態 とみるこ とがで きる。地代の

重圧が生産者 のもとにおける利潤(資 本)の 発生 を制限 している。封建制 は,農 奴制 を前提 とす

る生産様式であ り,農 民は独立の小農民的経営 を営み,直 接生産者 として事実上の土地保有権 を
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もっている。名 目上の土地所有者である領主は,農 民 に対す る人格的支配に もとつ く経済外的強

制 によって,農 民か ら封建地代 を収取す る(諸 田實他著r新 版西洋経済史』有斐i閣,1985)。

ソ連時代 の通説で は,す でに述べ たように,キ エ フ ・ルーシの建国時の9世 紀か ら,ロ シアは
ミ 　 ル

封建制であった。 まず村落共 同体 につ いてみ ると,ロ シアの村落 儂 村)共 同体 は,MHPと か
オ プ ン チ ナ

06田HHaと 呼ばれ,農 民の生活全般が営 まれる場 であった。共 同体 では,各 農家の家長か ら

なる集会が定期 的に開かれ,村 長 ・書記 ・会計な どの役員 を選 出 し,さ まざまな活動 を行な っ

た。主な仕事 は,国 家お よび領主か ら連帯責任で課せ られる税 ・義務 を成員 に配分 し,同 時にそ

の配分 と連関 させて共同体 の耕地 を成員 に分配することであった。耕地の配分単位 となる農家労

働力 は,時 の経過 とともに変化す るので,毎 年耕地の配分の微調整,定 期的に耕地の全面的な再

配分(割 替)が 行 なわれた。共 同体の土地 のうち,屋 敷地 ・庭畑地は農民の私的所有で あ り,耕

地は個別的に利用 され定期的に割替 られた。放牧地や森林 は共同体の所有であ り,共 同利用 され

た。共 同体 は,国 家か ら課せ られた兵役者の人選 を行 い,軍 隊の宿舎の建設,軍 隊への食事の提

供,道 路 ・橋の整備 などをしなければならなかった。共同体 は,共 同体費 を集め,製 粉所 などを

賃借 ・購入 し,未 亡人 ・被災者 に対 して扶助 を行い,出 稼 ぎや農民一揆 のさいには共同行動の拠

点になった。 ロシアの共同体は,国 家お よび領主による農民支配の手段 としての側面 と,農 民の

自治組織 としての側面 をもっていた。

定期的な土地割替を主要慣行 とす るロシアの共同体の起原については,ロ シアの歴史学界 にお

いて,19世 紀半ば以 降激 しい議論が なされて きた。一つ は,そ の起原 を古代 ロ シアに求め,キ

エ フ ・ロシア時代の農村 共同体(ヴ ェルフィ)と の歴史的連続性 を主張す る。い ま一つは,そ の

起原 をピ ョー トル大 帝時代の人頭税 の導入 と結 びつ ける見解 である。土肥恒之(1947-)は,土

地の割替はピ ョー トル以前の17世 紀 にすでに存在 していたので,人 頭税の直接 的影響 と してで

はな く,農 奴制の確立による領主の農民支配の強化,共 同体の連帯責任制の確立 との関連 を重視

すべ きである,と 主張 している(土 肥恒之 「ロシア近世農村社会史』創文社,1987)・

ロシアの共同体 の歴史的性格 をめ ぐって も論争があ り,ア ジア的共同体説 とゲルマ ン的共同体

説 とがある。アジア的共同体説の論拠 は,(1)屋 敷地 ・庭畑地(ヘ レディゥム)の みの私有,(2)

耕地の定期的割替(納 税義務負担のための実質的平等の原則,個 別経営の未成熟〉,(3)共 同体 の構成単

位 は家父長制大家族,(4)社 会 的分 業の展 開の低位性(ッ ンフト的工業にまで発達 していないクス

ターリエ業の存在)で ある。ゲルマ ン的共同体説 の主たる論拠 は,(1)ミ ールはアジア的 な種族共

同体ではな く,土 地 占取者の隣人集団であ る,(2)共 同体 の成員は,家 父長制的直系家族で あ

り,持 分(フ ーフェ)に もとづ き3種 の土 地(屋 敷地 ・庭畑地,耕 地,共 同地)を 個別 的に経営す る

再生産の基本的単位,す なわち封建的 自営農民 である,(3)定 期的割替制や実質的平等の原則 の

存在 も,そ れ自体 としては,ア ジア的共同体 と規定するには不十分である。

ロシアの農民 は,15世 紀 まで は自由な移動が認め られていた。だが,15世 紀 末の イヴァン3

世時代の 〈1497年 法典〉 は,農 民の移動を秋のユ ーリーの 日(ロ シア暦11月26日)の 前後各1週
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問に限定 し,移 動す る農民 に移動 料 を支払 わせ た。 これ と同 じ内容 の ものが イヴ ァ ン4世 の

〈1550年 法典〉 に引 き継がれたが,16世 紀末に農民はユー リーの 日の規定が保証する移動 の権利

を失い始め た。それ と同時に,領 主 の逃亡農民へ の追求権の期 限 も5年,10年,15年 と延長 さ

れ,1649年 の 〈会議法典〉でそれは無期 限 と定め られ,こ れによ り農奴制 は法的 に完成 した。

ロシアの農奴制は,ピ ョー トル大帝の時代 に,ロ シアの 「近代化」 を支えるものとして完成 した

のである。

ロシアの農民 は,18世 紀後半 か ら19世 紀前半,国 有地農民,御 料地農 民,領 主 地農民 儂

奴)の 三種類 に分類 された。国有地農民お よび御料地農民は,農 奴 と違 って売買 されることはな

か ったが,人 頭税 と貢租 を支払 う義務があった。農奴 と呼ばれたのは領主地農民であ り,1857-

60年 の第10回 人口調査 に よれば,ヨ ーロ ッパ ・ロシアにお ける領主地農民(農 奴)人 口は2200

万人であった。ロシアの農奴 は,国 家に対 しては人頭税の支払い と兵役が義務づけ られ,領 主に

対 しては人格的に隷属 し,貢 租 ・賦役 を強制 された。領主の土地の一一部は直営地であ り,他 の一

部 は村落共 同体 儂 民)に 分与 された。分与地 を受け取 る代償 に,村 落共同体 儂 民)は 貢租 ・賦

役の義務 を負 った。貢租 は,農 産物 や手工業製品,現 金 や出稼 ぎの貨幣所得 によって納 め られ

た。賦役 は,領 主の直営地での農作業が主であったが,ほ か に領主の経営す る工場や鉱山での労

働 もあった。賦役 は週3日 が慣例 であ ったが,次 第 に週4日 か ら5日 あ るい はそ れ以上 になっ

た。

賦役(労 働地代)は,農 民の全剰余労働の搾 出,人 格 的 自由の制限,生 産力発展 の制約 を とも

なう封建 的支配の最 も粗野 な形態である。エルベ川以西の ヨーロ ッパ をみる と,賦 役は封建制初

期 の古典荘園の領主直営地 において農民 儂 奴)に 課せ られ た。その後西 ヨーロ ッパでは領主直

営地 は解体 し,農 民は自己の全労働時問を自己の経営地に投入 し,そ こか ら得 られる生産物 の一一

定量 を領主 に納 めるようにな り(生 産物地代),農 民 の領主 に対 する身分的隷属 は緩和 された(隷

農)。封建制の崩壊期 には,商 品経済の発展 にともない,農 民 は恒常的な小商品生産者 にな り,

商品販売 によ り得た貨幣の一定量 を領主 に支払 うに至 り(貨 幣地代),農 民の身分的隷属度 はさら

に緩和 され,独 立 自営農民 も登場 した。 ところがエ ルベ川以東 の東 ヨーロッパの ドイツ人入植地

では,16世 紀,商 品生産のために領主が直営地を再拡張 し賦役 を復活 させ た(再 版農奴制)。 ロシ

アの場合 は,こ の ような再版農奴制ではないが,農 奴制 その ものがロシア帝国時代に確立 したの

である。

ロシアの農奴制 マニ ュファクチュア

ピョー トル1世(大 帝)の 時代 は,ロ シア絶対王政 の成立期であ ると同時 に,ロ シアの 「初期

工業」化の開始期 で もあった。 ピ ョー トル大帝の 「上か ら」 の工業化政策 は,そ の後 のロシアの

工業化方式の原型 になった。彼の工業育成政策は,第 一 に官営マニュファクチュアの設立,第 二

に民 間企業家へ の援助,第 三 に保護 関税制 度の実施,第 四 に外 国技術(技 術者)の 導入で あっ

た。
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ロシアではピ ョー トルの時代に,す で に述べ た ように軍事 目的のために,鉱 山=製 鉄業,造

船,火 薬,兵 器,軍 服,帆 布な どの官営マニュフ ァクチュアが続々 と設立 された。 この時期 に始

まったウラルの製鉄業のその後の発展はめざま しく,ロ シアは鉄の輸入 国か ら輸 出国に転換 し

た。民間私企業の育成のために,営 業独 占権,補 助金の交付,免 税,製 品の政府買付 な どが行 な

われ,私 企業における農奴労働力の使用が認め られた。 国内工業 の育成 のため に,外 国製の帆

布 ・亜麻 ・布 ・鉄 などには高率の関税 がかけ られた。多数の留学生が西欧諸国に派遣 され,ま た

多数の外国人技術者 ・職人が雇い入れ られた。

ロシアのマニ ュフ ァクチュアは,西 欧のたとえばイギリスのマニュファクチュア と比較 した と

き,ど こが どの ように違 うのか。最大の相違点は,マ ニュファクチュアを生みだ した社会経済的

な背景である。 イギ リスの場合15世 紀 は封建制の転換期であ り,領 主直営地の定期借地制への

移行お よび賦役の金納化が急速に進行 し,そ れ までの労働地代や生産物地代 に代 わって,貨 幣地

代 が地代 の主要 な形態 になった。農民は農奴制の廃止,地 代の引下げ,商 品売買の自由を求めて

立 ち上が った(た とえばその先駆は,1381年 のワット・タィラーの舌L)。賦役か ら解放 された農民や手

工業者は,余 剰生産物 を近隣の市場で売買 し,貨 幣的富 の蓄積 を始めた。農村の直接的生産者

儂 民 ・手工業者)の 経済的地位 は向上 し,〈農民的商品経済〉あるいは 〈農民的貨幣経済〉,<農 民

的市場経済〉 と呼ばれるものが広汎に発展 した。独立 自営農民や手工業者の小 ブルジ ョア的発展

のなかか ら自生的にマニュファクチュアが成長 し,そ れはまた封建制の解体 を促進す る役 割を果

た した。イギ リス毛織物マニュフ ァクチ ュアを例 にとれば,技 術的にはまだ手工業=道 具の段 階

にとどまっていたが,分 業 と協業が行なわれ,経 営者 はヨーマ ン(独 立自営農民)あ るい は小親方

出身の産業資本家であ り,賃 金労働者 を雇用 していた。新興のマニュファクチ ュア経営者 は,既

存の商業資本家の独 占権や問屋制支配 と対立 した。

これに対 して ロシアのマニュファクチュアは,軍 事 的国家 的性格の特権マニュファクチュアで

あ り,支 配的ウクラー ドとしての農奴制 と対立 ・矛盾するどころか,む しろ農奴制に立脚 し,農

奴制 を補強するものであった。ロシアの場合,一 般 にマニュファクチ ュアの経営規模 は小 さく,

大 きな場合 も小作業場や家内手工業者の集合 にす ぎず,問 屋制的性格 を帯びていたものが多かっ

た。熟練労働力 の不足 のため,生 産技術 は低 かった。最大の相違点は労働力 であった。ロシアの

マニュファクチ ュアでは,国 有地農民や御料地農民,領 主地農民 儂 奴)が 働 き,出 稼 ぎ農民や

逃亡農民 も働いていた。彼 らは農民 あるいは農奴身分 のままマニュファクチュアで強制的に働 か

される非 自由労働力 であ り,「 自由」な賃金労働者 ではなか った。 ピ ョー トルの工業化政策 は,

ツァー リ専制権力の強化 をめざした 「上か ら」の工業化政策であ り,農 奴制の枠内での工業化で

あった。一言 でい えば,ピ ョー トル期の ロシアのマニ ュフ ァクチ ュアは,農 奴制マニ ュファク

チュアであった。

以上 においてロシアの農奴制 と農奴制マニュ ファクチ ュアにつ いて紹介 して きたが,agrarian

revolution以 後の ロシア社会の社会経済学 的な性格規 定 として 〈農奴制〉 で よいのか,と い う大



40商 経 論 叢 第39巻 第2号(2003.11)

問題 が残 る。キエ フ ・ルー シとい う国家形態でのスラヴ族(ロ シア人)の 歴 史へ の登 場 は9世 紀

のこ とであ り,そ の時すでに人類 は農業 ・牧畜社会 に移行 して久 しかった。ス ラヴ族やロシア人

が生産技術革命 としてのagriculturalrevolutionに 大 きく貢献 した とい うような事実は確認 され

てお らず,技 術 的には彼 らは,農 業革命 儂 耕 ・牧畜革命)の 恩恵 を受け,自 然諸条件 が厳 しい北

の寒冷な森林地帯では農業 を展 開 し,放 牧に適 した南のステ ップ地帯では遊牧生活 を送 った。 ロ

シア人が経験 した狭義の農業社会がいか なる社会経済的な性格 の社会であったかについては,今

後 さまざまな角度か ら解明を深 めなければな らないが,こ れまでの研究蓄積 に依拠するか ぎり,

西洋経済史学 が言 うところの,封 建制 の初期形態,「 粗 野 な形態」 としての 〈農奴制〉の社会で

あった,と みなす ことがで きる。 これが,本 稿におけるわれわれの立場である。


